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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 順天堂 大学名 順天堂大学 

研究プロジェクト名 大規模災害に対応する包括的医療提供体制構築を目指す統合型研究拠点の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本邦は災害大国であり、地球温暖化と共に様々な災害に見舞われてきている。しかし、大規模な災害が想定されているにも

関わらず、医学的見地から専門的・総合的に災害、防災について研究を行う拠点は少ない。そこで、災害に強いシステム構

築及び医療技術の発信、優秀な人材の育成を通じて、防災、減災に貢献することを目的として、本学附属静岡病院に大規

模災害に備えた組織体制構築から、災害・救急時の傷病に対する予防・治療開発に関する基礎研究まで含んだ総合的研

究を行う拠点を整備する。本学附属静岡病院は、災害拠点病院であり、且つ、多様な災害被害が重要課題となっている静

岡県にあるため、当院に付属する形で研究拠点を置くことは、平時及び災害時でも本研究活動を活用することが出来るた

め大変意義があると言える。また、静岡県東部は医療資源が不足しており、常日頃から本学附属静岡病院に静岡県東部ド

クターヘリの運用等で重症な症例が搬送され、地域住民も当院に信頼を寄せている。平時から様々な研究成果や教育に接

することが可能となり、当地域にとって防災及び減災の観点からも非常に有益であり、安心な地域づくりに貢献することと考

えられる。また、災害教育の際には、本邦のみならず、海外からも多数の受講生や、災害研究の専門家を招聘する予定で

あり、地域経済に活性化をもたらす波及効果も及ぶことが期待される。 

本拠点は、来るべき大規模災害の脅威に備え、英知、研究・教育成果を結集するために、順天堂大学大学院医学研究科静

岡災害医学研究センターとして新たにスタートを切る。さらに、画期的な災害時初期診療法、独創的な災害事案への対応方

法、さらに減災に対する新たな発信や政策の提案を世界へ行う。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本プロジェクトは２つのテーマに分けられて研究が進められている。特に重要な成果を以下にあげる。 

●災害に備えた組織体制の構築について～システム運用と新たな医療技術の開発、教育・訓練の普及についての検証～ 

①くも膜下出血、急性冠症候群（心臓発作、心筋梗塞、不安定狭心症）症例では、ドクターヘリによる現場からの早期搬送

が有用であることを世界で初めて示した。②減圧症のドクターヘリ搬送の安全性を世界で初めて示した。③多数傷病事案に

おける複数機ドクターヘリやドクターカー運用の有用性を示した。④急性膿胸に対し、胸腔鏡下手術と開胸手術と同等の効

果があることを発見。⑤骨盤骨折においてより少ない手技操作で、最大の骨折固定効果が得られる SIRF 法は、災害時など

マンパワーが得られにくい場面で有用な方法で有ることが解った。 

●新規治療法開発を目指した災害時における疾病・合併症の病因・病態解明 

⑥定量的な圧迫装置を用い、クラッシュシンドローム・モデル動物の作成に成功した。⑦血清 HMGB-1 の上昇遷延が腹膜

炎の予後不良因子であることを示した。⑧パイロトーシスの重要因子GSDM Dのノックアウトマウスにおいて、腸炎の抑制が

見られ、GSDMD が大腸炎を促進する働きを持つことが示唆された。⑨肉眼では見ることが出来ないコンタクトレンズやレン

ズケース内保存液の汚染状況は、蛋白濃度により汚染度が推測できることが示唆された。⑩火山灰の眼内飛入ではソフト

コンタクトレンズ装用眼で眼障害が少ない傾向がみられた。⑪胎児期や新生児期のストレスがグルココルチコイドレセプター

遺伝子のメチル化を引き起こし、PTSD や腎形成不全、動脈硬化や肺がんにつながることを見出した。 

本研究プロジェクトの推進によって、組織構築・災害教育・疫学・臨床・基礎研究の融合を図り、今後、平時の救命率の向上

だけでなく、災害死の減少、災害対応の普及・定着の効果が期待できる。 
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研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名       順天堂          ２ 大学名     順天堂大学        

 

３ 研究組織名     静岡災害医学研究センター                          

 

４ プロジェクト所在地      静岡県伊豆の国市長岡 1129                    

 

５ 研究プロジェクト名  大規模災害に対応する包括的医療提供体制構築を目指す統合型研究拠点の形成  

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                       

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

佐藤 浩一 
医学研究科・上部消化管外科

学 
教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  29 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

柳川 洋一 
医学研究科・救急・

災害医学・教授 

災害教育とその効果の検証民間災害

拠点病院における civilian- 

military co-operation の実現 

テーマ 1 研究総括 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

大坂 裕通 
医学研究科・循環

器内科学・助教 

ドクヘリ搬送による内因性疾患の

検証 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

大森 一彦 
医学研究科・救急・

災害医学・助教 

多数傷病者発生事案における効

果的なドクヘリ運用の検討 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

石川 浩平 
医学研究科・救急・

災害医学・助手 

海難事故発生防止を目的とした医

学的介入 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

三島 健太郎 
医学研究科・救急・

災害医学・助手 

災害時への早期メンタルヘルス介

入は PTSD を減少させるか？ 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

大出 靖将 
医学研究科・救急・

災害医学・非常勤

講師 

災害派遣時の特殊車両モデルの

作成と運用 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

小池 道明 
医学研究科・血液

学・教授 
災害時の輸血療法 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

岩神 真一郎 
医学研究科・呼吸

器内科学・教授 

自然災害発生時における在宅酸

素療法患者に対する地域ネットワ

ーク構築に関する検討 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

田中 利隆 
医学研究科・産婦

人科学・准教授 

災害時における妊婦の適切なトリ

アージの構築に関する研究 

災害に備えた組織体制構築、シス 

テム運用、教育・訓練の普及検証 

山本 拓史 
医学研究科・脳神

経外科学・先任准

教授 

災害時における症候性てんかん患者

の服薬管理と重積発作への対応に関

する研究 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 
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市之川 英臣 

医学研究科・呼吸

器外科学・助教 

災害時急増する呼吸器感染症疾

患（膿胸）に対する手術の意義 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

楠 威志 
医学研究科・耳鼻

咽喉科学・教授 

災害時医療機関機能停止時におけ

る、気道系疾患に対する「自宅ででき

る腹式呼吸を重点に置いた音声訓練

法」の有効性 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

大林 治 
医学研究科・整形

外科学・先任准教

授 

災害時被災者のロコモティブシンドロー

ム及び運動器不安定症患者の運動機

能評価 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

最上 敦彦 
医学研究科・整形

外科学・先任准教

授 

災害時の駆幹骨々折の治療機器

の力学的評価 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

諏訪 哲 
医学研究科・循環

器内科学・先任准

教授 

災害時の深部静脈血栓症及び肺血栓

塞栓症（エコノミークラス症候群）に関

する研究 

災害時のタコツボ心筋症（カテコラミン

心筋症）と急性冠症候群の診断と治療

に関する検討 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

吉池 高志 
医学研究科・皮膚

科学・名誉教授 

災害時に生じる皮膚潰瘍に対する早

期ならびに中期簡便治療について 

災害に備えた新たな医療技術

の開発 

丹原 圭一 
医学研究科・心臓

血管外科学・教授 

災害時心肺停止患者における早期

PCPS 導入の有用性に関する検討 

災害に備えた新たな医療技術の開

発 

岡崎 敦 
医学研究科・麻酔

科学・教授 

災害時の手術運営に関する情報

共有法の検討 

災害に備えた新たな医療技術の開

発 

菅尾 高裕 
医学部附属静岡病

院・薬剤科・課長補

佐 

大規模災害時を想定した薬剤備

蓄と効果的な処分について 

災害に備えた新たな医療技術の開

発 

佐藤 浩一 
医学研究科・消化

器外科学・教授 

腹部重症感染症による臓器障害にお

けるエンドトキシンおよび HMGB-1 の

関与の検討 

研究全般の総括、ﾃｰﾏ 2 研究総括 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

折田 創 
医学研究科・消化

器外科学・准教授 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

前川 博 
医学研究科・消化

器外科学・先任准

教授 

災害避難民らにおける栄養状況把握

に関する血清脂肪酸を用いた検討 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

寒竹 正人 
医学研究科・小児

科学・先任准教授 

災害時の経験が被災者（児）の DNA に

トラウマとして刻まれる機構の解析 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

土至田 宏 
医学研究科・眼科

学・准教授 

災害時の断水による衛生環境悪化を

想定したコンタクトレンズ装用者の手指

および角結膜汚染 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

松崎 有修 
医学研究科・眼科

学・助手 

火山性粉塵が眼表面へ及ぼす影

響 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

神田 章男 
医学研究科・整形

外科学・准教授 

災害・救急医療で使用可能な画期

的な駆血装置の開発 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

諸橋 達 
医学研究科・整形

外科学・准教授 

クラッシュ・シンドロームにおける

血流循環改善の治療法の検討 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

古元 将和 
医学研究科・形成

外科学・非常勤助

手 

災害時の外傷や熱傷の皮膚欠損に対

する交換頻度の少ない被覆材とＤＤＳ

(drug delivery system)の研究 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

佐藤 俊輔 
医学研究科・消化

器内科学・助教 

プロテオーム解析からみた多臓器不全

時の肝臓をめぐる臓器相関の病態 

災害時における疾病・合併症の病

因・病態解明 

（共同研究機関等）    

城石 俊彦 
情報システム研究機

構 国立遺伝学研究

所・教授 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

ノックアウトマウスの提供、研究指

導 

三井 和幸 
東京電機大学・教

授 

災害・救急医療で使用可能な画期

的な駆血装置の開発 
EHD ポンプシステムの作製 
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佐藤 太一 
東京電機大学・教

授 

災害時被災者のロコモティブシンドロー

ム及び運動器不安定症患者の運動機

能評価 

３D 動作解析 

柳川 良子 
伊豆保健医療セン

ター・看護師 

災害教育とその効果の検証民間災害

拠点病院における civilian- 

military co-operation の実現 

データ収集、分析 

Malcolm Brock 
Johns Hokins 大学・

外科 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

エピジェネティックに関する研究指

導、立案、肺疾患に関する責任者 

Kathleen Gabrileson 
Johns Hokins 大学・

内科 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

エピジェネティックに関する研究指

導、立案、心疾患に関する責任者 

伊藤 智彰 
Johns Hokins 大学・

外科 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 

動物実験。Hopkins大での遺伝子研

究。 

的場 亮 
DNAｃhip 研究所・

社長 

ストレスによる消化管機能異常に対す

る腸炎モデルマウスを用いた検討 
研究の指導、試料の提供 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

災害時への早期メンタルヘルス介

入は PTSD を減少させるか？ 

医学研究科・救急・災

害医学・助手 
三島 健太郎 

災害に備えた組織体制構築、シ

ステム運用、教育・訓練の普及

検証 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・救急・災害医学・教授 柳川 洋一 

テーマ 1 研究総括 

災 害 に 備 え た 組 織 体 制 構

築、システム運用、教育・訓

練の普及検証 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

災害派遣時の特殊車両モデルの作

成と運用 

医学研究科・救急・災

害医学・講師 
大出 靖将 

災害に備えた組織体制構築、シ

ステム運用、教育・訓練の普及

検証 

（変更の時期：平成 28 年 7 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学研究科・救急・災害医学・教授 柳川 洋一 

テーマ 1 研究統括 

災 害 に 備 え た 組 織 体 制 構

築、システム運用、教育・訓

練の普及検証 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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て 

医 学 研 究 科 ・ 皮 膚 科
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吉池 高志 

災害に備えた新たな医療技

術の開発 

（変更の時期：平成 30 年 2 月 1 日） 

 

 

新 
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 医学研究科・皮膚科学・先任准教授 長谷川 敏男 
災害に備えた新たな医療

技術の開発 

 

 

旧 
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究 

医学研究科・形成外科

学・助手 
古元 将和 

災害時における疾病・合併症の
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（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
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医学研究科・形成外科学・助

教 
松本 茂 

災害時における疾病・合併症

の病因・病態解明 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

静岡県東部は、南海トラフ巨大地震や津波、富士山噴火等の自然災害による甚大な被害が想定されている

地域である。伊豆半島に位置する順天堂大学医学部附属静岡病院はドクターヘリを有する災害拠点病院であ

り、災害時には物資の受入や救急患者の搬送などのシステム運用から救急患者及び避難者の傷病の診療・治

療まで中心的な機能を保持する必要がある。本プロジェクトは、大規模災害に備えた組織体制構築から、災害・

救急時の傷病に対する予防・治療開発に関する基礎研究まで含んだ研究基盤の拠点形成を行ない、災害に強

いシステム及び医療技術を発信し、優秀な人材を育成することを通じて防災、減災に貢献することが目的であ

る。また、災害拠点病院に研究拠点をおくことは、トランスレーショナル・リサーチが即時可能である点や、大規

模災害が緊急且つ重要な課題となっている静岡県、ひいては災害の多い日本にとって大変意義がある。 

（２）研究組織 

本研究プロジェクトは、本学医学部附属静岡病院内に附置する「静岡災害医学研究センター」を整備して実施し

ている。研究代表者の佐藤浩一をセンター長として、災害医学関連 31 の研究課題を 2 研究テーマに分け実施し

ている。平成 29 年度現在、①災害に備えた組織体制構築関連課題については柳川洋一（救急・災害医学）を代

表として 20 課題、②災害時における疾病・合併症の病因・病態解明関連課題は佐藤浩一（消化器外科学）を研

究代表として 10 課題、総勢 35 名の研究者で実施している。専門分野は、救急災害医学研究全般にわたり、救

急医学、災害医学、呼吸器内科学、循環器内科学、消化器内科学、血液学、外科学、整形外科学、形成外科

学、心臓血管外科学、呼吸器外科学、産婦人科学、小児科学、麻酔科学、眼科学、皮膚科学、脳神経外科学な

どが主な分野となる。平成 27 年度は PD1 名、平成 28 年度から平成 29 年度まで PD2 名、研究支援者 2 名が

プロジェクトに参加している。拠点構築に当たっては、本学の教育研究資源を有効活用し、人材育成の傍ら、地

域の行政、消防、警察、自衛隊、住民らと相互に交流･情報共有を可能となる協力体制を組んでいる。研究の連

携体制については、国立遺伝学研究所、東京電機大学および John’s Hopkins 大学などの国内外で共同実験

を実施している。John’s Hopkins 大学とは定期的にＷｅｂミーティングを行い、情報共有を行う体制をとってい

る。 

（３）研究施設・設備等 

当該拠点は、順天堂大学附属静岡病院管理棟内に併設する静岡災害医学研究センター内の総面積 251 ㎡の

生化学実験室及び動物実験室を再整備し、約 50 名の研究者が当該プロジェクトの実現を図っている。 

本研究のために平成 27 年度以降に設置された主な設備は、実験動物飼育ｼｽﾃﾑ（通年稼動）、DKH ３次元動

作解析/床反力計測システム（380 時間）、Illumina 次世代シークエンサー next seq 500（250 時間）である。 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
当研究センターは災害医学関連の各研究課題を。①災害に備えた組織体制構築及び新たな医療技術の開発関連課題

と、②災害時における疾病・合併症の病因・病態解明関連課題の大きく 2 つのテーマに分け実施している。 

（ ）内は対応する 13,14 の番号で、それぞれ論文（*）、学会発表（**）、図書（***）、特許等（****）を付した。 

 

テーマ 1-1（災害に備えた組織体制構築、システム運用、教育・訓練の普及検証） 

柳川らは、「災害教育とその効果の検証」において、様々な災害教育や訓練を行ってきた (*2, *27, *28, *41, *47, *69, 

*83)。災 害に対する教育を行うと訓練を受けていない者と比較し、トリアージや災害現場の総合判断に関して有益である こ

とを証明した (*101)。また 熊本地震時には静岡県庁、熊本県庁、陸上自衛隊と調整を行い、被災地における災害診療の支

援を行った  (*32, *78)。陸上自衛隊の重症例は当院で診療を行い 、顔に見える関係作りを行っている (*63, *106)。また、

テロによる特殊災害 (化学・生物・放射性物質・核・爆発物)ではヘリパイロットに悪影響を及ぼし、重大な航空機事故につな

がる可能性があり、少なくともドクターヘリはその運用に関わるべきでないことを提言 し、日本航空医療学会の指針に盛り込

まれた（*105）。 

柳川らは、来院患者の確定診断に影響を与える因子の後方視的検討の 外傷画像診断において、外力が加わった個所に

微小なガスが発生するため、この解析が受傷機転の解明に有用であること、減圧症の発生メカニズムに関与している可能

性があること、この微小ガスを消化管穿孔と誤認し、開腹される症例があること を示した (*6 *21, *38, *44, *54, *102)。心停

止症例における原疾患の違いによるクリニカルプロフィールの検討では、大動脈解離は高齢女性で現場心電図は無脈性電

気活動で心拍再開を得られにくいこと、くも膜下出血は中年女性で現場心電図は非ショックリズムで心拍再開を得られやす

い ことを示した (*71, *79)。アナフィラキシー患者では 100 人に 2％程度で急性冠症候群を合併する症例があり、心電図検

査の重要性を強調 した(*77)。静岡県東部における開渠側溝の危険性を示した (*24, *43)。車やバイクで走行中、鹿と遭遇

した場合、避けずに衝突したほうが、重傷になりにくい可能性を示した (*107)。 
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大坂らは、「ドクヘリ搬送による内因性疾患の検証」において、くも膜下出血症例では現場から直接当院に搬送された者

の転帰が、一旦他院に収容され、診断がなされてから搬送されるより、良好であることを示した  (*49)。急性冠症候群でも現

場から直接当院に搬送された者の転帰が、一旦他院に収容され、診断がなされてから搬送されるより、良好であることを示

した  (*73)。また高山病や高所での心停止症例でもヘリを用いた救命の連鎖が患者の転帰に影響した事例を示した （*34, 

*59）。 ドクターヘリで搬送した中毒症例では意識水準、血圧値が入院に関わる因子であることを示した  (*103) 

大森らは、「多数傷病者発生時案における効果的なドクヘリ運用の検討」において、当院は静岡県東部ドクターヘリの基

地であるが、ドクターヘリ以外にドクターカーを用いた病院前の多数傷病者事案に関わり、運用を行っている。静岡県東部ド

クターヘリは、県内で西部ドクターヘリと協働し多数傷病者のマネージメントに関わっている。また静岡県東部ドクターヘリは

山梨県、神奈川県ドクターヘリと隣県協定を締結している。マイクロバス横転や電撃症による多数傷病者発生事案では静岡

県東部ドクターヘリ、神奈川県ドクターヘリ、ドクターカーを用いての傷病者対応を報告した (*29, *72 )。陸上自衛隊行軍中

による熱中症多数発症事案では静岡県東部ドクターヘリ複数回運用と神奈川県ドクターヘリの協働により傷病者搬送を行

った (*106)。以上のように手持ちの医療資源を柔軟に運用し、病院前の多数傷病者事案のマネージメントの方法を開発して

いる。 

石川らは、「海難事故発生防止を目的とした医学的介入」において、減圧症に対する取り組みとして、溺水と減圧症の鑑

別に超音波を用いた下大静脈内の気泡の有無が単純な溺水と減圧症との鑑別に有用である可能性を示した事例を報告し

た (*35)。減圧症が発生後、ヘリ搬送による症状悪化の懸念があるが、輸液路確保による脱水の補正、高度 300m 以下で

減圧症患者搬送を行えば、症状は悪化することなく、むしろ改善傾向を示すことを示した(*51)。減圧症症例では微小な窒素

ガスが体内に発生するが、それは 外傷性空洞現象と同様、運動による外力が発生した箇所に生じやすいことを CT 画像を

用いて提示した  (*18, *38)。 ボディボード損傷に関しては、浅瀬で波に揉まれて回転した際に頭部を海底に打ち付け、頸部

が過伸展を強いられたときに上肢を中心とした麻痺や痺れ、すなわち中心性頚髄損傷を生じやすいことを疫学的調査を含

め、提示した。 

三島らは、「災害時への早期メンタルヘルス介入は PTSD を減少させるか？」において、1,2 年目は院内における体制づく

り、メンタルヘルス介入内容の検討、倫理委員会承認の取得、3 年目は臨床試験を開始し、現在データを収集・解析中。 

大出らは、多数傷病者事案発生時にはドクターヘリとドクターカーの協働 による対応、ドクターヘリが飛行不能な悪天候

時には代替手段として、ドクターカーを使用している(*29, *72)。また、院外で新生児に問題が生じた際に、新生児科医師が

新生児救急車に同乗し，往診・搬送を行い、地域の周産期医療に貢献している。 

小池らは、「災害時の輸血療法」において、クリオプレシピテートによる救急医療の治療向上を目的として研究実施した。

クリオプレシピテートの作成の体制を整え、現在は主に心臓血管外科の手術において 20 件ほどの使用経験を積み、救急の

場ではまだ１件のみの使用であった。その他、災害時の輸血療法に関する講演会、シンポジウムに出席して（名古屋、大分

等）、災害時の輸血療法に関する問題点を抽出して、静岡県内の施設を対象にアンケート調査を 2017 年４月に行った。その

結果を基に、特に災害時の輸血療法の準備をしている、静岡市立清水病院を 2017 年 12 月 13 日に視察した。 

岩神らは、「自然災害発生時における在宅酸素療法患者に対する地域ネットワーク構築に関する検討」において、宅酸素

療法を行っている患者 20 名に対し、災害時の意識調査を行った。その結果、災害発生時に電力が喪失していなければ 17

名は自宅にいることを希望されているが、自宅が停電など住めない状態になった時にどこで酸素吸入ができるか、行政から

指示があるかに関しては、ほとんどの方（19 名）が知らないという結果だった。以上から、災害時の課題としては、近隣の医

療施設や地元自治体への働き掛けが必要となるため、地元医師会と協議を行う必要性が考えられた。 

田中らは、「災害時における妊婦の適切なトリアージの構築」において、①産科救急母体搬送症例 821 例を対象とした検

討を行った。その結果、トリアージ「赤タグ」の中で、母児の危機的症例は 37%（217 / 580 例）であり、現状の妊婦トリアージ

は妥当であることが示唆された。②災害時に増加することが予想され、かつ早期対応が必要な常位胎盤早期剥離につい

て、母体の背景、搬送までの経過、搬送時の状況と症状、バイタルサイン、採血結果、産科 DIC の有無、診断と重症度、治

療計画、治療効果、転帰を検討した。その結果、発症から治療開始までの時間と児の予後との明らかな相関は認めなかっ

たが、よ り早期（1 時間以内）に娩出することにより、子宮内胎児死亡を減少できる可能性が示唆された。救急搬送時のトリ

アージのために、超音波検査の有用性が示唆された。また常位胎盤早期剥離では、早期対応が母児の予後を改善するた

め、本疾患が疑われる場合には最優先に対応する必要があると思われた(**140, **141）。 

 

テーマ 1-2（災害に備えた新たな医療技術の開発） 

市之川らは、膿胸に対する胸腔鏡下手術と開胸手術の比較したところ、胸腔鏡下手術は急性膿胸に対して開胸とほぼ同

等の効果をもたらし、また、男性、既往歴が有る患者、術前 Alb が低値の患者は周術期に合併症を減らす努力が必要と考え

ることを見出した （**143）。 

楠らは、3 ヶ月以上経過観察しえた炎症性喉頭疾患肉芽腫症例を対象として本音声治療を施行した。結果は、本音声訓

練により、声帯結節は３ヵ月以内に 27 例全例消失した。声帯ポリープでは１6 例中 13 例が消失した。PPI 無効の喉頭肉芽

腫症例については、20 例中 18 例に消失および縮小を認めた。 

 大林らは、ロコモティブシンドロームと運動器不安定症を安全・簡便かつ確実に評価する方法を、障害物のまたぎ動作、椅

子からの立ち上がり動作で解析を行い検討した結果、健常者とロコモ群との差を見出し、説明変数の絞り込みに主成分分

析が有効であることを示した。 

 諏訪らによれば、災害発生時には災害による直接的な生命への危機が及ぶ場合と、災害発生直後の危機を乗り越えた後

の避難所等の環境を誘因とする災害関連死による生命への危害が知られている。後者の代表的な例として深部静脈血栓

症及び肺血栓塞栓症（エコノミークラス症候群）が挙げられる。通常の診療において深部静脈血栓症および肺血栓塞栓症の

症例を蓄積し、発症に至る生活様式等病態の解明を行っている。 

最上らは、「骨盤骨折への新しい後方固定法の開発」について、骨盤骨折において、手術手技が容易で、腰部の生理的
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可動性を温存可能な Sacroiliac rod fixation (SIRF)固定を考案した。骨折固定をシミュレーションした力学的評価の結果、恥

骨プレートを追加することにより従来の方法と遜色が無い固定性が得られることを解明した。 

岡崎らは、災害時の混乱の中でも効率的な手術室運営ができる要因を検証するため、阪神淡路地震の被災地の病院の

うち、当院の規模に近い2病院について、災害時から復興に至るまでの様子を調査した。1つは建物崩壊によって病院として

の機能がほとんど停止した神戸市立医療センター西市民病院と、水道以外のインフラが残った神戸大学附属病院につい

て、震災後初期の病院機能を再開・再建までを担当した医師にインタビューを行った。病院の被害では対照的な 2 病院は、

震災初期の病院機能に大きな相違があり、建物障害の程度がその後の機能再開に大きく影響することが分かった。 

菅尾らは、2016 年 4 月 1 日から 2017 年 3 月 31 日の期間を対象に以下の調査を完了した。伊豆半島東部地区における

インスリン治療中の患者数調査 （順天堂静岡病院に通院中患者）、同地区における順天堂静岡病院以外に通院中のイン

スリン治療中の患者数想定。順天堂静岡病院に通院するインスリン治療中の患者の分布状況調査。 

 

テーマ 2（災害時における疾病・合併症の病因・病態解明） 

佐藤浩らは、災害時の検体保存の指標を作成するため、血液検体放置による HMGB-1 の安定性評価を行い、遠心分離

をせずに保存した血清よりも、採血後直ちに遠心分離した状態で保存した血清では、HMGB-1 濃度は採血から 72 時間経過

時においても上昇しないことを見いだした。これにより採取後直ちに遠心分離すれば 3 日間は使用可能であることが判明し

た。また、大腸穿孔による汎発性腹膜炎、敗血症性ショック患者の血清および腹水中の HMGB-1 濃度および PMX-DHP の

効果の検討した結果、術前の HMGB-1 は 26.4 ng/ml と高値を示し、腹水 HMGB-1 も 58.29 ng/ml と著明な高値を示した。

PMX-DHP 施行直後、血清 HMGB-1 は 12.3 ng/ml と半減し、24、48 時間後と漸減したことを示した。これにより HMGB-1 が

汎発性腹膜炎のマーカーとして有用であることを確認した。 

折田らは、大災害発生時のストレスによる胃腸炎の制御を目的とし、炎症によるプログラム細胞死の重要因子 GSDMD に

着目し、これのノックアウト（ＫＯ）腸炎モデルマウスを作成し検討を行った。その結果、GSDMD-KO マウスにおいては炎症の

度合いがかなり抑制されていたことから GSDMD は大腸炎を促進するはたらきを持つことが示唆された。さらに炎症性大腸

腫瘍モデルを作成したところ、GSDMD-KO マウスにおいてより早期に巨大な大腸癌を発症することを見出した。（****1） 

寒竹らは、災害時のストレスモデルとして、早期に出産に至り新生児集中治療室へ入室となったうえ長期にわたる母子分

離、様々な侵襲的医療行為を受ける新生児を用いて、ストレスが DNA メチル化に及ぼす影響を検討した。新生児の血清か

ら分離した cell free DNA を用いてグルココルチコイドレセプター遺伝子のメチル化を測定した結果、DNA がメチル化されるの

は生後１か月を過ぎてから２か月にかけてであった。これによる PTSD や腎発育障害の懸念が高まった。また、メチル化に強

い影響を与える因子について、多変量解析を行ったところ、出生後の副腎不全と子宮内発育不全が影響していることが判

明した （*184, **270, **271, ***8, ***9）。また、伊藤らの Johns Hopkins 大学での動物実験では、妊娠マウスにストレスを

与えたところ出生マウスにおいて有意差を持って、動脈硬化、肺がんになりやすい結果が得られた。 

土至田らは、災害時、洗浄困難なコンタクトレンズの取り扱いについて検討を行った。コンタクトレンズのケース内保存液

の残液量と蛋白濃度を比較、調査したところ、液量が少ないほど蛋白濃度が高くなる傾向が示された （*185）。 

松崎らは、火山性粉塵が眼表面へ及ぼす影響を調査した。火山灰の眼内飛入を想定した家兎を用いた麻酔下での実験

では、ソフトコンタクトレンズを装用させた眼では眼障害が少ない傾向がみられた。 

神田らは、「災害・救急医療で使用可能な画期的な駆血装置の開発」において、動物を用いたターニケット駆血による合

併症の評価を行い、新型駆血システムの開発に必要な生理的･生化学的情報を得た結果、駆血状態を保ちながら圧力をコ

ントロールできれば、筋へのダメージや痛みを軽減できることを究明した。 

諸橋らは、「災害時クラッシュ・シンドロームの病態の解明のため動物によるクラッシュモデルの作成」において、震災や事

故現場で重量物の下敷きになり、四肢骨格筋が強く長時間圧迫された後、血流が再潅流されることにより生じるクラッシュ・

シンドロームは、重篤な病態へ移行し致死率も高いことから、その病態の解明のため動物によるクラッシュモデルを作成し

た。筋組織へのダメージの再現が可能であった。 

佐藤俊らは、肝線維化を伴わない急性肝障害における血清 M2BPGi 値の変動について調査し、血清 M2BPGi 値に影響を

与える肝線維化以外の要因について解析した。その結果、M2BPGi は肝線維化をほとんど伴わない急性肝障害でも上昇す

ることが明らかとなった。特に肝炎例では ALT 値との相関が認められたことから、肝内における壊死炎症反応が血清

M2BPGi 値に影響を与えるものと考えられた。しかしながら肝炎を伴わない循環不全などでも血清 M2BPGi 値上昇が認めら

れたことから、炎症反応以外の未知の要因が影響する可能性も考えられた。今後災害時に発症しうる急性肝障害において

血清 M2BPGi 測定が診断・治療に役立つ可能性が考えられた。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 
テーマ 1-1： くも膜下出血、急性冠症候群症例では、ドクターヘリによる現場からの早期搬送が有用であることを世界で初

めて示した。減圧症のドクターヘリ搬送の安全性を世界で初めて示した。テロによる特殊災害 (化学・生物・放射性物質・

核・爆発物)ではヘリパイロットに悪影響を及ぼし、重大な航空機事故につながる可能性があり、少なくともドクターヘリはそ

の運用に関わるべきでないことを提言し、日本航空医療学会の指針に盛り込まれた。多数傷病事案における複数機ドクタ

ーヘリやドクターカー運用の有用性を示した。急性大動脈解離やくも膜下出血による心停止症例のクリニカルプロフィール

を世界で初めて示した。CT 画像上、外傷が加わった部位に発生する窒素ガス分析により、様々な外傷診断における臨床

例を報告し、日本外傷学会では優秀演題賞を獲得した。ボディーボード損傷に関しては、浅瀬で波に揉まれて回転した際

に頭部を海底に打ち付け、頸部が過伸展を強いられたときに上肢を中心とした麻痺や痺れ、すなわち中心性頚髄損傷を生

じやすいことを世界で初めて示した。静岡県東部における開渠側溝の危険性を示した。車やバイクで走行中、鹿と遭遇した

場合、避けずに衝突したほうが、重傷になりにくい可能性を示した（柳川）。 
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テーマ 1-2： 急性膿胸に対し、胸腔鏡下手術と開胸手術と同等の効果があることを発見した。急性膿胸患者は、男性、既往

歴が有る患者、術前 Alb が低値の患者は周術期に合併症を減らす努力が必要であることを発見。外傷性血気胸に対し、入

院後早期は血胸コントロール中心の管理をし、入院１週間後は気胸、膿胸コントロール中心の管理が必要と考えることを発

見した（市之川）。ロコモティブシンドロームの診断に必要な評価項目の決定に、多変量解析（主成分分析）が有用であること

を見出した。クラッシュシンドロームモデルとして、ＥＨＤ（electrohydrodynamics）現象を応用したポンプを試作し、駆血圧の駆

動として動物に用いたのは本邦初であり、加圧特性の安定化も進んでいる。骨盤骨折においてより少ない手技操作で、最大

の骨折固定効果が得られる SIRF 法は、災害時などマンパワーが得られにくい場面で有用な方法で有ることが解った。（大

林・最上・神田・諸橋） 

テーマ 2： HMGB-1 を用いて、採取した血清は遠心分離さえしておけば、３日間は有効であると確認、血液・腹水の

HMGB-1 の上昇は、腹膜炎のマーカーとして有用であり、さらに、血清 HMGB-1 の上昇の遷延は予後不良因子であることを

示した（佐藤浩）。炎症性プログラム細胞死パイロトーシスのメディエーターGSDM D の欠損が短期的には炎症の早期終焉を

誘導するが長期的には癌化を加速することに着目し、ＧSDMDＫＯによる炎症性大腸癌モデルマウスの発明を行えた（特許

取得済み）（折田）。肉眼では見ることが出来ないコンタクトレンズやレンズケース内保存液の汚染状況は、蛋白濃度を測定

する事でその汚染度が推測できる事が示唆された（土至田）。火山灰の眼内飛入ではソフトコンタクトレンズ装用眼で眼障害

が少ない傾向がみられた。開放性眼外傷例の傾向としては労働者の男性が多い傾向がみられた（松崎）。 

 

＜問題点とその克服方法＞ 
テーマ 1-1： 災害教育がどの程度、実災害に有用となっているかを具体的に検証することは困難であるが、訓練結果など

の評価により、検討を行っている（柳川）。消防の救急車による陸路搬送との直接比較は困難であるが、日本航空医療学会

が主導のドクターヘリレジストリに加入し、現在、本邦におけるドクターヘリと陸路搬送の比較検討解析を実施中である（大

坂）。広域災害に対して長期にドクターヘリによる支援を行うと、本来業務が実施できなくなる問題点が指摘されている（大

森）。地元市民にはボディーボード外傷の注意を喚起できているが、県外からの遊戯者にどのように伝えるかが問題であり、

マスコミを通じて注意喚起を行う予定である（石川）。配布したストレス反応を解説したパンフレットの影響をどのように調査す

るかが問題となったが、電話調査により反応を確認し、必要に応じて病院受診を勧めることとした（三島）。 

特殊車両としての機能追加はできないでいる。現時点では必要に応じて、救急外来にある医療資材を積み込むことで対応

を行っている（大出）。 

テーマ 1-2： 胎児には限られた検査しかできないため、出生後の予後も含め関連科と協力し、共同研究を展開する（田

中）。急性膿胸に限らず胸部外科疾患患者は、既往歴や生活歴など多様であり、互いの関連性についての解析は必ずしも

進んでいない。今後は、定期会合において互いの研究成果の関連性についての検討を実施するなどにより、研究者間の連

携をより高めることで研究成果を統合し、予防・治療法の開発に向けて標的を絞った研究を展開する（市之川）。 

 簡便・確実に運動器不安定症を評価す手法の確立には、より多くの基礎的データが必要であるので、効率の良い解析シ

ステムを構築する必要がある。新型ターニケットシステム製品開発・作製にあたっては、順天堂大学と東京電機大学工学部

で共同研究を行っているが、先端産業支援センターなどによる仲介で、実際に製作に携わる企業を選考している。動物にお

けるクラッシュシンドロームモデルにおいて、筋へのダメージの再現は可能だったが、再潅流による血栓モデルの再現はで

きていない。モデル実験のストラテジーの再考が必要である（大林・最上・神田・諸橋）。患者数の調査は交付されている自

己血糖測定用電極の数量から想定している。順天堂静岡病院に通院中のインスリン治療中の患者数に交付されている自

己血糖測定用電極は一人あたり１日２個を使用していると仮定すると、インスリン治療中患者数と一致した。順天堂静岡病

院以外の施設で交付されている電極数は伊豆半島各地区の施設の電極の購入量情報を入手し、上記の1人あたり１日２個

を使用するとして患者数を想定した。（菅尾） 

テーマ 2： ストレスが DNA に与える影響については、母体の末梢血から胎児細胞を効率的に分離する方法の確立が困難

なため、母体血中に存在する胎児の cell free DNA を用いる。胎児細胞由来 DNA は母の細胞由来の DNA よりかなり小さい

ことを利用し濃縮できるため、胎児 DNA の目的とする領域のメチル化の解析を試みる（寒竹）。コンタクトレンズ付着の蛋白

濃度測定は研究室レベルで行える Bradfold 法であったが、その普及にはキット化が可能な、より簡便な方法を見出す必要

がある（土至田）。火山灰の飛入時はソフトコンタクトレンズ装用者では直ちに外す事が推奨されているが、それよりもまず安

全な場所に避難する事が重要と考えられた。不慮の事故等による症例の視力予後改善や外傷発生予防が今後の課題と思

われた（松崎）。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
テーマ 1-1： 臨床検討結果は学会発表や地域の講演、マスコミを通じて随時、社会に還元している。マスコミが当研究セン

ターに興味を示し、情報発信の支援を頂いている。当科から世界に発信した情報を見て、国際学会からの発表依頼、また、

当院で研修を望む外国人が生まれている（柳川）。 

テーマ 1-2： 簡便かつ確実なロコモティブシンドロームの診断方法が確立されれば、専門的な医療機関などに行かなくて

も、健康診断さらに家庭においてロコモの診断が可能となる。スマートフォンのアプリへの応用も可能である。ＥＨＤポンプに

よる駆血システムは小型、無音・無振動、かつ低電力でバッテリー駆動が可能であるため、手術中での使用はもとより救急

の場や災害時でも有用になる（特許出願を検討中）。（大林・最上・神田・諸橋） 

非災害時においても深部静脈血栓症及び肺血栓塞栓症の診断治療及び危険予測因子の解明に繋がる（諏訪）。 
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テーマ 2： 炎症性プログラム細胞死に欠かせない Key mediator GSDM D の欠損が短期的には炎症を早期に消退させるも

のの、腫瘤形成を伴い、長期的に癌化を促進することを発見。AOM/DSS を用いた炎症性大腸腫瘍作成を GSDM D ＫＯマ

ウスで行ったところ、早期(約 3 ヶ月)に大きな腫瘍を作ることに成功した。特許取得済み（下記に記載）（折田）。 

 

＜今後の研究方針＞ 
テーマ 1-1： 災害に関する教育、訓練を行いながら、日常災害や大規模災害勃発時の事例を検討する（柳川）。検討がなさ

れていない内因性疾患のドクターヘリ搬送の有用性を検証していく（大坂）。複数機ドクターヘリ、ドクターカーを用いた運用

の効果を検証していく（大森）。平成 31 年度には日本高気圧環境学会関東地方会を主催し、海難事故の現状とその発生予

防の取り組みに関して討論を行う（石川）。現在、救急外来でのストレスについて収集/解析している情報をまとめ、その結果

を発信していく（三島）。ドクターヘリの代替/補完として用いられるドクターカー運用の検証を行う（大出）。救急医療における

クリオプレシピテートの有用性を検証する（小池）。地元医師会と、本研究に関して、共同で行政に働きかけを行う（岩神）。 

テーマ 1-2： 災害時における胸部外科疾患の新規治療法の研究と共に、遠隔支援ロボット手術の導入を行い、医師派遣が

困難な地域での外傷例などについての検討を行う（市之川）。 ＥＨＤポンプによる新型ターニケットシステムはクラッシュ症

候群モデルの、実用にむけて安定性・安全性を確立する。力学的なシミュレーションだけでは再現することが難しい種々の

骨盤骨折に対する固定性の評価を、３次元有限要素計算ソフトウエアを用い解析し、より固定が優れた治療法を吟味する

（大林・最上・神田・諸橋）。災害時における母体・胎児のストレスによる遺伝子レベルでの変化を、次世代シークエンサーを

用いて研究を行う（田中）。高齢者も多い地域であり、心疾患症例の臨床データの集積を行い、災害時治療計画、トリアージ

等の検討を行う（諏訪）。麻酔については、文献的考察を中心に、当地区の特徴も盛り込んだ実践可能な計画を作成する

（岡崎）。当院に来院する各慢性疾患患者数の想定から備蓄薬品量を設定し、数か月孤立しても大丈夫なように準備を行

う。さらに、治療薬の情報が無い患者のための治療マニュアルの作成を行う（菅尾）。 

テーマ 2： 腹部鈍的外傷、上部消化管穿孔、大腸穿孔症例の蓄積と血中・腹水中ヒストンの動態と治療効果との関連につ

いて引き続き検討していく（佐藤浩）。ω３飽和脂肪酸(エパデール)や抗炎症効果のある薬物が、腸炎に与える影響を GSDM 

D を通して検討し、災害時の下痢、腸炎などの予防について検討を行う（折田）。災害時ストレスの胎児や小児に与える影響

について、集中治療室（NICU）で得られた結果を子宮内と思春期まで拡大して追跡調査を行う。さらに、マウスモデルについ

て、Johns Hppkins 大学と共同でそのメカニズムの検証を行う（寒竹）。より簡便なコンタクトレンズの汚染検査方法の開発を

めざす。上述の Bradford を応用する事で蛋白濃度別に色が変色するようなキット製作のためのプロトタイプ作りと、実際の

濃度との整合性を調査・研究する（土至田）。火山灰の降灰が日常的な地域での実態調査を行い、これまでの基礎研究結

果との整合性について検証する（松崎）。 

 

＜今後期待される研究成果＞ 
テーマ 1-1： 大規模災害に対応可能な組織体制の構築、システム運用の開発、効率的な搬送手段の確立、迅速なトリアー

ジ法と治療法の確立による、防ぎ得た災害死の減少。同時に、平時における疾患死の減少（柳川）。また、市民公開講座な

どで地域住民に情報発信をし、特に静岡県民のさらなる防災意識の向上だけでなく、安心な地域づくりへの貢献(柳川)。地

震、津波、火山など多様な災害に対応するべく世界的な医学的研究拠点を静岡県東部に設置することで、国内外からの研

究者の集中や、人口の都市部流出を防ぐ事による、地域経済への波及効果(柳川)。 

テーマ 1-2： 腹式呼吸が、音声のみならず、肺機能、嚥下機能に寄与する機序の解明（楠）。ＥＨＤポンプによる駆血システ

ムの、従来の空気圧ポンプとの対比、置き換わる可能性を証明（大林・最上・神田・諸橋）。災害時の深部静脈血栓症及び

肺血栓塞栓症の予防及び早期診断と治療法の開発（諏訪）。 即戦力の災害時手術室運用計画の作成（岡崎）。備蓄すべ

きインスリンの数量や種類を算出。治療情報の乏しい患者に対する安全な治療マニュアルの作成（菅尾）。 

テーマ 2： 災害時の外傷・ストレスによる消化管穿孔に起因する重症感染症による臓器障害における HMGB-1 およびヒスト

ンの関与の研究により、Polymyxin B-immobilized fiber column による血液浄化（PMX-DHP）やトロンボモジュリンの治療効

果を明らかにできる（佐藤浩）。腸炎の研究では、GSDM D 遺伝子の更なる解明、および飽和脂肪酸などの抗炎症効果。災

害時における備蓄の提言。さらには、長期的な視野で、癌化についての解明（折田）。ストレスが DNA に与える影響について

は、胎児におけるストレスをリアルタイムに測定可能にし、小児精神発達遅滞児の分子学的な診断、各種治療法の効果判

定などへの応用。さらに、胎児期に災害を経験した小児への動脈硬化、肺がん予防のための啓蒙(寒竹)。眼科では、コンタ

クトレンズ、レンズケース内汚染を検出するキット開発と、これによるトラブルのリスク軽減（土至田）。富士山の噴火などの、

火山灰の降灰時やその他の眼外傷時の眼障害軽減法、予防法の開発(松崎)。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
定期的なラボミーティングで研究進捗状況を報告し、自己相互評価を行っている。また、佐藤センター長のもと、毎月一回運

営委員会を開催し随時情報の共有を行っている。研究の進捗状況及び計画内容や将来性に応じて各研究の予算配分を行

い、評価を行っている。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
外部評価は、国立がん研究センター 先端医療開発センター免疫療法開発分野 分野長 吉村清先生、藤田保健衛生大学 

松尾浩一郎教授に委嘱し、プログレスミーティングにて評価を得ている。（資料１） 
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（１） 災害医学         （２） 大規模災害        （３） ドクターヘリコプター       

（４） 災害ストレス       （５） メンタルヘルス      （６） 輸血療法              

（７） 災害疾患モデル     （８） 災害時の手術運営    

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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113. 篠原三津子、藤原里紗、石田ゆり、松井泰佳奈、大野基晴、矢田昌太郎、宮国泰香、菅沼牧知子、田中沙

織、田中利隆、田口雄史、三橋直樹. 分娩後の吐血を契機に診断した胃・肝血管腫の一例 第 129 回関東

連合産科婦人科学会学術集会 2015.6.20 東京 

114. 田中沙織、宮国泰香、篠原三津子、石田ゆり、村田佳菜子、松井泰佳奈、矢田昌太郎、菅沼牧知子、山本

祐華、田中利隆、三橋直樹. 内頚動脈及び中大脳動脈の血流異常を観察した無水脳症の一例 第 51 回日

本周産期新生児医学会学術集会 2015.7.10-12 福岡 

115. 矢田昌太郎、篠原三津子、石田ゆり、村田佳菜子、松井泰佳奈、菅沼牧知子、田中沙織、宮国泰香、山本

祐華、田中利隆、三橋直樹. 適切な管理により生児を得た巨大絨毛膜下血腫（Brues’mole）の 1 例 第 51
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回日本周産期新生児医学会学術集会 2015.7.10-12 福岡 

116. 石田ゆり、田中利隆、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、村田佳菜子、菅直子、矢田昌太郎、山本祐

華、宮国泰香、金田容秀、三橋直樹. 超音波所見から子宮頸管延長および嵌頓子宮と診断した子宮筋腫

合併妊娠の一例 第 130 回関東連合産科婦人科学会学術集会 2015.10.24-25 幕張 

117. 田中利隆、石田ゆり、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、村田佳菜子、菅直子、矢田昌太郎、山本祐

華、宮国泰香、金田容秀、三橋直樹. 超音波所見から子宮頸管延長および嵌頓子宮と診断した子宮筋腫

合併妊娠の一例 第 38 回日本産婦人科手術学会学術集会 2015.11.28 東京 

118. 矢田昌太郎、石田ゆり、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、村田佳菜子、菅直子、山本祐華、宮国泰

香、金田容秀、田中利隆、三橋直樹.  Transplacental approach により帝王切開を行った前置胎盤症例の

検討 第 38 回日本産婦人科手術学会学術集会 2015.11.28 東京 

119. 高橋奈々子、田中利隆、加藤雅也、北村絵里、篠原三津子、石田ゆり、菅直子、矢田昌太郎、山本祐華、

金田容秀、三橋直樹. 帝王切開瘢痕部妊娠に対しメソトレキセートおよび塩化カリウムの局注療法を施行

し、待機的加療で治癒した一例 平成 27 年度静岡産科婦人科学会秋季学術集会 2015.11.15 静岡 

120. 石田ゆり、山本祐華、篠原三津子、高橋奈々子、北村絵里、村田佳菜子、矢田昌太郎、菅直子、宮国泰

香、金田容秀、田中利隆、三橋直樹. 妊娠 34 週以降の胎児発育不全における分娩管理の検討 第 68 回

日本産婦人科学会学術集会 2016.4.21-24 東京 

121. 篠原三津子、山本祐華、高橋奈々子、北村絵里、石田ゆり、村田佳菜子、矢田昌太郎、菅直子、宮国泰

香、金田容秀、田中利隆、三橋直樹. HELLP症候群に伴う肝機能障害に尿崩症を発症した一例 第68回日

本産婦人科学会学術集会 2016.4.21-24 東京 

122. 田中利隆、山本祐華、加藤雅也、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、本田理子、村田佳菜子、菅直子、

矢田昌太郎、金田容秀、三橋直樹. 超音波により先天性胆道拡張症と出生前診断した 2 例 第 89 回日本

超音波医学会学術集会 2016.5.27-29 京都 

123. 加藤雅也、村田佳菜子、高橋奈々子、篠原三津子、北村絵里、本田理子、矢田昌太郎、菅直子、山本祐

華、金田容秀、田中利隆、三橋直樹. 塩酸リトドリン製剤の経静脈投与における副作用の検討 第131回関

東連合産科婦人科学会総会・学術集会 2016.6.18-19 東京 

124. 村田佳菜子、田中利隆、加藤雅也、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、本田理子、菅直子、矢田昌太

郎、山本祐華、金田容秀、三橋直樹. 胎児期に四肢短縮を指摘され骨系統疾患が疑われた 4 例 第 52 回

日本周産期新生児医学会学術集会 2016.7.16-18 富山 

125. 田中利隆、北村絵里、篠原三津子、高橋奈々子、本田理子、村田佳菜子、矢田昌太郎、菅直子、山本祐

華、金田容秀、三橋直樹. 妊娠 34 週未満の早産妊婦に対する母体ステロイド単回プロトコールにおける投

与状況 第 52 回日本周産期新生児医学会学術集会 2016.7.16-18 富山 

126. 矢田昌太郎、熊谷麻子、北村絵里、助川幸、村田佳菜子、菅直子、田中里美、山本祐華、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 超音波カラードプラ法と HD live flow が診断に有用であった子宮動静脈奇形の 1 例 第

132 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集会 2016. 10.15-16 東京 

127. 矢田昌太郎、熊谷麻子、北村絵里、助川幸、村田佳菜子、菅直子、田中里美、山本祐華、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 超音波カラードプラ法と HD live flow が診断に有用であった子宮動静脈奇形の 1 例 平成

28 年度静岡産科婦人科学会秋季学術集会 2016.11. 18 静岡 

128. 助川幸、熊谷麻子、北村絵里、村田佳菜子、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、山本祐華、金田容秀、田

中利隆、三橋直樹. 興味ある胎児循環症例〜Fetal Critical Aortic Stenosis〜 第 14 回日本胎児治療学会

学術集会 2016.11.18-20 静岡 

129. 田中利隆. 妊産褥婦（授乳婦）と薬剤 ～産婦人科診療ガイドライン-産科編 2017 を踏まえて～ 第 2 回母

子保健研修会 2017.1.28 静岡 
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130. 助川幸、正岡駿、熊谷麻子、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、山本祐華、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. 胎児重症大動脈弁狭窄症における肺静脈血流波形とその予後予測 第 23 回胎児心臓

病学会学術集会 2017.3.3-4 東京 

131. 田中利隆. 産婦人科診療ガイドライン産科編 2017 解説講習 CQ416 選択的帝王切開時に注意すること

は? 第 69 回日本産科婦人科学会総会・学術集会 2017.4.13-16 広島 

132. Kumagai A, Tanaka T, Kitamura E, Sukegawa S, Murata K, Murase Y, Tanaka S, Yata S, Yamamoto Y, Kaneda 

H, Mitsuhashi N. Six cases of emergency hysterectomy in which electrothermal bipolar vessel sealing 

system was used. 第 69 回日本産科婦人科学会総会・学術集会 2017.4.13-16 広島 

133. Kaneda H, Kumagai A, Kitamura E, Sukegawa S, Murata K, Murase Y, Tanaka S, Yata S, Yamamoto Y, Tanaka 

T, Mitsuhashi N. Onset of Adault T-cell Leukemia-lymphoma during the treatment of peritoneal cancer 

recurrence: case report. 第 69 回日本産科婦人科学会総会・学術集会 2017.4.13-16 広島 

134. 正岡駿、矢田昌太郎、金田容秀、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、山本祐華、田中

利隆、三橋直樹. 妊娠初期に診断となった若年性膣癌の１例 第 133 回関東連合産科婦人科学会総会・学

術集会 2017.6.17-18 東京 

135. 田中利隆、山本祐華、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、矢田昌太郎、金田

容秀、三橋直樹. 地域医療における胎児診断の取り組み（胎児診断例の周産期管理） 第 53 回日本小児

循環器学会総会・学術集会（シンポジウム） 2017.7.7-9 浜松 

136. 田中里美、田中利隆、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、山本祐華、金田

容秀、三橋直樹. 当院における早産の母体ステロイドの投与状況 第 53 回日本周産期新生児医学会学術

集会 2017.7.16-18 横浜 

137. 村瀬佳子、田中利隆、正岡駿、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、矢田昌太郎、山本祐華、金田容秀、三橋

直樹. 当院における常位胎盤早期剥離 50 症例の後方視的検討 第 53 回日本周産期新生児医学会学術

集会 2017.7.16-18 横浜 

138. 正岡駿、矢田昌太郎、金田容秀、熊谷麻子、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、田中里美、山本祐華、田中

利隆、三橋直樹. 妊娠初期に診断となった若年性膣癌の１例 第 59 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 

2017.7.27-29 熊本 

139. 田中利隆. ここが変わった！2017 産科ガイドライン 第 8 回羽衣セミナー 2017.9.2 静岡 

140. *伊藤早紀、田中利隆、山本祐華、正岡駿、加藤雅也、熊谷麻子、北村絵里、篠原三津子、助川幸、高橋

奈々子、本田理子、石田ゆり、村田佳菜子、西澤しほり、村瀬佳子、菅直子、矢田昌太郎、田中里美、宮国

泰香、金田容秀、三橋直樹. 災害時における妊婦の適切なトリアージの構築に関する研究 第 45 回日本

救急医学会総会・学術集会 2017.10.26 大阪 

141. *伊藤早紀、田中利隆. 当院周産期センターにおける母体救急搬送の現状（災害時における妊婦の適切な

トリアージの構築 第 36 回静岡県東部周産期研究会 2017.11.30 静岡 

142. 植木典和、正岡駿、伊藤早紀、助川幸、西澤しほり、村瀬佳子、矢田昌太郎、田中里美、金田容秀、田中

利隆、三橋直樹. HELLP 症候群に尿崩症を合併した 2 例 第 134 回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会 2017.12.9-10 栃木 

市之川英臣 

143. *市之川英臣、尾泉広明、立盛崇裕、鈴木健司. 膿胸に対する胸腔鏡下手術と開胸手術の比較 第 33 回

日本呼吸器外科学会定期学術集会、京都、 2016.5.12 

144. 星野浩延、市之川英臣、尾泉広明、鈴木健司. 外傷性血気胸に対するアプローチ 第 70 回日本胸部外科

学会定期学術集会、札幌、 2017.9.29 

大林治、最上敦彦、神田章男、諸橋達 
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145. 最上敦彦. 不安定型骨盤輪骨折に対する仙骨･腸骨間ロッド固定 第 29 回日本外傷学会総会･学術集会, 

June,  10-12, 2015 (札幌) 

146. 最上敦彦、金子和夫. 大腿骨遠位部骨折の基礎と臨床． 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈

良) プログラム･抄録集:S13 

147. 最上敦彦、大林治、二村謙太郎、岩瀬秀明、金子和夫. 不安定型骨盤輪骨折に対する仙骨･腸骨間ロッド

固定(SIRF:Sacro-Illiac Rod Fixation). 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄

録集:S31 

148. 小畑宏介、二村謙太郎、最上敦彦、大林治、金子和夫. 月状骨関節窩における掌尺側小骨片の整復固定

に難渋した橈骨遠位端骨折の２例. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録

集:S77 

149. 神田章男、諸橋達、最上敦彦、大林治、金子和夫. 寛骨臼骨折術後に対する人工股関節全置換術の治療

成績－術後坐骨神経麻痺を生じた１例の検討－ 第41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プロ

グラム･抄録集:S82 

150. 内藤聖人、杉山陽一、小畑宏介、井下田由芳、最上敦彦、大林治、金子和夫. 橈骨遠位端骨折の合併す

る尺骨遠位端骨折の治療経験－内固定の適応に対する考察－ 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 

2015 (奈良) プログラム･抄録集:S112 

151. 齊田良知、馬場智規、神田章男、最上敦彦、松本幹生、野尻英俊、森川太智、谷口有、伊坂陽、金子和夫. 

非定型大腿骨不完全骨折の治療－いつ、どんな患者に予防的髄内釘固定を行うべきか？－ 

第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録集:S127 

152. 和田知樹、最上敦彦、大林治、金子和夫.上腕骨近位端骨折 Neer 分類 3-4part に対する髄内釘治療の中

期成績. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良)  プログラム･抄録集:S139 

153. 三宅喬人、最上敦彦、二村謙太郎、大林治、金子和夫. 肘頭骨折に対するマルチプルテンションバンド固

定による治療経験. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録集:S204 

154. 二村謙太郎、最上敦彦、大林治、佐藤和生、松井祐希、上田泰久、倉田佳明、斎藤丈太、辻英樹、金子和

夫. 足関節果部骨折の合併する遠位脛腓骨靭帯結合損傷の整復位評価. 第41回日本骨治療学会, June, 

26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録集:S251 

155. 武田純、最上敦彦、和田知樹、大林治、金子和夫. SCORPION® NEO を用いた鎖骨遠位端骨折に対する治

療経験. 第 41 回日本骨治療学会, June, 26-27, 2015 (奈良) プログラム･抄録集:S260 

156. 山口順一郎、最上敦彦、糸井陽、田中将、大林治. 頚椎症性筋萎縮症の術後に多巣性運動ニューロパチ

ーと診断された１例．第 180 回静岡県整形外科医会集談会, Aug., 1,  2015. (浜松) 

157. 諸橋達、石井聖也、神田章男、最上敦彦、大林治、金子和夫. ショートステムの術中骨折症例から考える

固定様式と応力集中部位の検討． 第 89 回日本整形外科学会学術集会, May, 12-15, 2016 (横浜) 

158. 最上敦彦、大林治、二村謙太郎、岩瀬秀明、金子和夫. 治療に直結する分類法：シンポジウム：上腕骨近

位部骨折の治療方針-ガイドラインの作成を目指して- 第 89 回日本整形外科学会学術集会, May ,12-15, 

2016 (横浜) 

159. 神田章男、大林治、最上敦彦、諸橋達、金子和夫. 股関節前方アプロ－チにおける関節包、外旋筋群温存

に対する工夫： 第 89 回日本整形外科学会学術集会, May, 12-15, 2016 (横浜) 

160. 前田浩行、金子和、大林治、前田睦浩、岩瀬秀明、柿沼裕貴、武井祐輔、三井和幸. ターニケット駆血後

の運動器合併症の検討 第 53 回日リハビリテーション医学会学術集会, June, 9-11, 2016. (京都)  プログ

ラム･抄録集:I248 

161. 最上敦彦、二村謙太郎、大林治、金子和夫. 不安定型骨盤輪骨折に対する脊椎インストルメーションを用

いた治療戦略~外傷外科医から~ 第 42 回日本骨治療学会, パネルディスカッション, July, 1-2, 2016 (東京)  
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プログラム･抄録集:S49 

162. 三宅喬人、最上敦彦、二村謙太郎、神田章男、諸橋達、大林治、金子和夫. 脊椎インストルメーションを使

用した仙骨腸骨間固定． 第 42 回日本骨治療学会, July, 1-2, 2016 (東京)  プログラム･抄録集:S169 
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会総会、2017.11.25、東京国際フォーラム 

257. 村井勇太、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、櫛田知志、櫻田睦、前川博、

佐藤浩一. 原発性小腸癌５例の検討．第 79 回日本臨床外科学会総会、2017.11.24、東京国際フォーラム 

258. 小泉明博、和田了、佐藤浩一、前川博、櫻田睦、折田創、櫛田知志、清水秀穂、櫻庭駿介、徳田智史、上

田脩平、加藤永記、山本陸、村井勇太. 胃腺扁平上皮癌の１例． 第 79 回日本臨床外科学会総会、

2017.11.25、東京国際フォーラム 

259. 佐藤将盛、小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、宗像慎也、清水秀

穂、櫛田知志、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一. 成人の十二指腸膜様狭窄に対し内視鏡的切開術を

施行した１例．第 79 回日本臨床外科学会総会、2017.11.24、東京国際フォーラム 

260. 新田周作、櫛田知志、徳田智史、櫻庭駿介、上田脩平、折田創、櫻田睦、前川博、佐藤浩一、加藤永記、

山本陸、小泉明博、村井勇太、清水秀穂. 正中弓状靱帯圧迫症候群による下膵十二指腸動脈瘤の破裂に

より腹腔内出血をきたした症例．第 79 回日本臨床外科学会総会、2017.11.24、東京国際フォーラム 

261. 徳田智史、前川博、小泉明博、村井勇太、山本陸、加藤永記、上田脩平、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎

也、櫛田知志、折田創、櫻田睦、田中顕一郎、佐藤浩一. 腺癌成分を混在した十二指腸乳頭部原発の印

環細胞癌の１例．第 109 回静岡胆膵疾患研究会、2018.2.24、ニッセイ静岡駅前ビル 

262. 村井勇太、前川博、小泉明博、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、宗像慎也、清水秀

穂、折田創、櫛田知志、櫻田睦、田中顕一郎、佐藤浩一. 経皮経肝胆道ドレナージ後右肝動脈仮性動脈

瘤の１例．第 54 回日本腹部救急医学会総会、2018.3.8、京王プラザホテル 

263. 小泉明博、徳田智史、櫻庭駿介、宗像慎也、櫛田知志、折田創、櫻田睦、佐藤浩一. 肝嚢胞自然破裂を来
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した１例．第 54 回日本腹部救急医学会総会、2018.3.9、京王プラザホテル 

264. 前川博、村井勇太、小泉明博、加藤永記、上田脩平、徳田智史、櫻庭駿介、氷室貴規、宗像慎也、田中顕

一郎、櫛田知志、折田創、櫻田睦、佐藤浩一. 遠位胆管癌症例の補助化学療法の効果についての検討．

第 72 回静岡県癌治療研究会、2018.3.17、静岡第一ホテル 

折田創 

265. 折田創、松澤宏和、水口このみ、平田史子、丹羽浩一郎、伊古田正憲、伊藤智彰、瀬沼幸司、櫛田知志、

櫻田睦、前川博、佐藤浩一. GSDM 遺伝子ファミリーの腫瘍マーカーとしての有用性について検討．第 115

回日本外科学会, 愛知(名古屋国際会議場)4 月 18 日,2015 

266. 折田創、片岡太郎、遠藤未来美、伊藤智彰、寒竹正人、清水芳男、城石俊彦、Kathleen, G., Malcolm B., 佐

藤浩一. 災害医学研究と遺伝学.第 88 回日本遺伝学会総会 2016 年 9 月 7 日 三島 

267. 折田創、片岡太郎、田中成和、加藤永記、山本陸、上田脩平、櫻庭駿介、徳田智史、水口このみ、宗像慎

也、清水秀穂、櫛田知志、櫻田睦、前川博、和田了、城石俊彦、佐藤浩一. 大腸炎におけるパイロトーシス

誘導分子ガスダーミン D の働き及び癌化の解明.第 117 回日本外科学会総会(パシフィコ横浜)2017.4.28

（291 と同じ） 

前川博 

268. 前川博、佐藤浩一、櫻田睦、折田創、櫛田知志、清水秀穂、内田隆行、宗像慎也、水口このみ、櫻庭駿

介、徳田智史、上田脩平、加藤永記、山本陸. 絶食による血中 adipokine の変動について． 第 117 回日本

外科学会総会（横浜）2017.4.27、パシフィコ横浜（290 と同じ） 

269. 前川博、伊藤智彰、折田創、Alicia,H., Malcolm,B., 佐藤浩一. 膵癌組織における CHFR,CDO1,TAC1 遺伝

子のメチル化の検討 第 48 回日本膵臓学会大会 2017.7.14 京都 みやこめっせ 

寒竹正人 

270. * 寒竹正人 . 第 61 回日本新生児成育医学会 ランチョンセミナー SGA 児におけるエピゲノム解析

2016/12/3 大阪国際会議場 

271. * 寒竹正人. CLD 児における出生１か月以降のステロイド投与はグルココルチコイドレセプター遺伝子メチ

ル化を誘導する。日本周産期・新生児医学会雑誌 53; 497: 2017. 

土至田宏 

272. 土至田宏. 家兎ドライアイモデルの角膜上皮障害に対するレバミピド点眼液の治療効果の検討. 第 120 回

日本眼科学会総会, 仙台市, 2016 年 4 月７日～10 日. 

273. 土至田宏. 診断・治療に苦慮した角膜疾患例. 第 1 回東海角膜クラブ, 名古屋市,2016 年 6 月 4 日. 

274. 土至田宏. トライアルケース内の蛋白濃度. フォーサム 2016 東京, 東京都, 2016 年 7 月 1 日～3 日. 

275. 土至田宏、朝岡聖子、市川浩平、古賀暖子、林雄介、桑名亮輔、松崎有修、太田俊彦. 角膜内血腫の 1例.  

第 68 回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2017 年 1 月 21 日. 

276. 土至田宏、太田俊彦、唐澤真里亜、須藤史子、村上晶.  家兎ドライアイモデルにおけるジクアホソル点眼

液とレバミピド点眼液の治療効果の検討. 角膜カンファランス 2017, 福岡市, 2017 年 2 月 16 日～18 日. 

277. 土至田宏、太田俊彦、村上晶. 主涙腺組織の頑健結膜下移植による涙液分泌量改善を介したドライアイ

治療の試み. 第 16 回日本再生医療学会総会, 仙台市, 2017 年 3 月 7 日～9 日 

278. 土至田宏、舟木俊成、小野浩一、關保、大竹博司、加藤卓次、渡部草太、田淵照人、海老原伸行、村上晶. 

レチノールパルミチン酸エステル点眼液のドライアイ患者に対する治療効果. 第 121 回日本眼科学会総会, 

東京都, 2017 年 4 月 6 日～4 月 9 日 

279. 土至田宏、林雄介、朝岡聖子、市川浩平、古賀暖子、桑名亮輔、松崎 有修、太田俊彦. 帯状角膜変性に

対する EDTA 塗布併用ケラテクトミー術後の屈折値の変化. 第 32 回 JSCRS 学術総会, 福岡県, 2017 年 6

月 23 日～25 日. 
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280. 土至田宏. HCL ケースの培養結果と蛋白濃度. 第 60 回日本コンタクトレンズ学会総会, 大阪府, 2017 年 7

月 14 日～16 日 . 

281. 土至田宏、松崎有修. 火山灰が眼表面へ及ぼす影響. 第 69 回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2017 年 8

月 19 日.  

282. 土至田宏. 副交感神経除神経家兎ドライアイモデルにおけるレチノールパルミチン酸エステル点眼液の治

療効果. 第 37 回日本眼薬理科学会. 高山市, 2017 年 9 月 1 日. 

古元将和 

283. 古元将和. 帝王切開時に PIP 関節で完全に切断された右小趾に対し composit graft を行った 1 例．第 8 回

日本創傷外科学会総会・学術総会．2017 年 5 月 26-28 日．仙台国際センター． 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 
【インターネットでの公開状況】 

柳川洋一 タイトルのみホームページで公開 

http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/consult/departments/emergency_ac.html 

また、論文の一部は free open access となっているものがあり、准公開状態である。 

 

【市民公開講座等】 

小池道明 
市民公開講座 『平成 28 年熊本地震における基幹災害拠点病院の対応』 

http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/event/open_lecture_bn.html 

 

柳川洋一 

第 53 回 市民公開講座 『災害に備えよう』 

-日本における災害医療の現状 静岡県東部におけるドクターヘリの現状と課題- 

http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/event/open_lecture_bn_53.html 

 

楠威志 

第 65 回 市民公開講座 『鼻呼吸と腹式呼吸の重要性』 

http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/event/open_lecture_bn_65.html 

 

【その他の講演・研究会等】 

柳川洋一 

1. 柳川洋一 大規模災害時の医療 田方医師会 平成 27 年度  

2. 柳川洋一 救急救命士処置拡大の概要 御殿場医師会 平成 27 年度  

3. 柳川洋一 救急救命士処置拡大の概説（御殿場市） 平成 27 年度  

4. 柳川洋一 災害医療一般の概説（伊豆の国市） 平成 28 年度 

5. 柳川洋一 感冒や胃腸炎と判断された重篤な疾患症例シリーズ（下田メディカル） 平成 28 年度 

6. 柳川洋一 CBRNE って？ (順天堂大学静岡病院)  平成 28 年度 

7. 柳川洋一 減圧症に関する当院の知見  (順天堂大学静岡病院)  平成 28 年度 

8. 柳川洋一 田方医師会災害研修 熊本地震での当院の活動、CBRNE 災害に関して 平成 29 年度 

大出靖将 

9. 大出靖将 東日本大震災の体験談 （田方医師会主催:田方中消防署） 平成 28 年度 

http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/consult/departments/emergency_ac.html
http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/event/open_lecture_bn.html
http://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/event/open_lecture_bn_65.html
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大坂裕通  

10. 大坂裕通 日常から出来る災害準備について （田方医師会主催:田方中消防署） 平成 28 年度 

11. 大坂裕通 かかりつけ医と救急医療の使い方～AED(伊東市市民健康講座)  平成 28 年度 

12. 大坂裕通 ドクターヘリ勉強会（御殿場市小山消防)  平成 28 年度 

大森一彦  

13. 大森一彦 静岡県東部の救急事情とドクターヘリ (志太榛原救急医療研究会) 平成 28 年度  

14. 大森一彦 ドクターヘリの活用方法は時代とともに進化している！(駿東伊豆消防) 平成 28 年度  

15. 大森一彦 救命救急センターの外傷診療(沼津医師会) 平成 28 年度  

16. 大森一彦 トリアージ PAT 法(沼津市立病院) 平成 28 年度  

17. 大森一彦 伊豆の国市立長岡南小学校職業講話「フライトドクター」 平成 29 年度  

18. 大森一彦 三島市立山田小学校職業講話「フライトドクター」 平成 29 年度  

石川浩平  

19. 石川浩平 ラジオ（エフエム三島・函南ボイスキュー） ドクヘリ紹介 平成 29 年度 

山本拓史  

20. 山本拓史 脳神経外科領域におけるてんかん治療 平成 29 年 7 月 20 日  

田方医師会学術講演会，静岡県 

大林 治 

21. 大林治 第４回静岡東部骨粗鬆症学術講演会,座長, Aug. 27, 2015. (沼津) 

22. 大林治 第４回順天堂大学 TKA セミナー,座長,  Sep., 5, 2015. (東京) 

23. 大林治 静岡東部 OP セミナー, 特別講演座長, Jan,. 9, 2016. (沼津) 

24. 大林治 イブニングカンファレンス in 静岡, 特別講演座長, Feb,. 5, 2016. (静岡)  

25. 大林治 静岡東部骨粗鬆症クリニカルセミナー,  特別講演座長, Feb,. 8, 2016. (静岡)  

26. 大林治 第 182 回静整会 ワンポイントレッスン, 座長, Mar,. 19, 2016.  (三島)  

27. 大林治 第 6 回静岡東部骨粗鬆症学術講演会, 特別講演座長, Aug., 25, 2016. (沼津)   

28. 大林治 骨粗鬆症の最近の話題について  三島市医師会外科系医会, 学術講演, Oct.. 5, 2016. (三島) 

29. 大林治 第 36 回静岡骨軟部腫瘍研究会, 世話人, Oct.. 22, 2016. (三島) 

30. 大林治 静岡県デュピィトラン拘縮治療フォーラム, 基調講演座長. Nov., 26, 2016. () 

31. 大林治 デュピュイトラン拘縮の治療について．    静岡県東部整形外科医会,  

特別講演, Mar., 13, 2017.  (静岡) 

32. 大林治 デュピュイトラン拘縮の治療について． 静岡県東部整形外科医会,  

特別講演, Jul.,  21, 2017.  (静岡) 

33. 大林治 第２回静岡東部整形外科骨･感染症セミナー、座長、Jul., 27, 2017. (沼津) 

34. 大林治 Next lecture Meeting in Mishima-消化管出血をいかにマネジメントするか- 座長、 

Sep., 14, 2017. (三島) 

35. 大林治 関節リウマチ・骨粗鬆症について  関節リウマチ・骨代謝カンファレンス、Oct., 12, 2017. (静岡) 

最上敦彦 

36. 最上敦彦 Juntendo Uninersity Group Private Cadaver Workshop, 講演, Oct., 2-5, 2015.(Bangkok) 

37. 最上敦彦 僕が整形外傷医になった理由～整形外傷医を志す公君へ～  

          TMED kamakura2015-Trauma Master Entertainment Dialog,  Oct.24-25. 2015. (横浜) 

38. 最上敦彦 重度手部外傷～中手・手根骨欠損/手関節脱臼の 1 例  重度四肢外傷セミナ-IN 岡山, 

 Oct., 0-31, 2015. (岡山) 

39. 最上敦彦 4th iSSOT Izu Spring Seminer of Orthopaedic Trauma, 代表世話人, Apr., 16, 2016. (三島)  
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40. 最上敦彦 僕が整形外傷医になった理由～I Love fractures!  順整会神奈川支部会講演会、特別講演、 

 May, 7, 2016. (横浜) 

41. 最上敦彦 ARISTO PHN 上腕骨近位端骨折の治療戦略．  第 2 回順天堂若手整形外傷検討会, 

 Aug.. 20 (浦安) 2016 

42. 最上敦彦 C type にこそ逆行性髄内釘!～顆部骨片固定にこだわった髄内釘選択と手術手技～ 

骨折治療マイスタ－に聞く 大腿骨遠位端骨折の髄内釘治療, 特別講演, Mar., 13, 2017. (東京) 

43. 最上敦彦 脆弱性骨盤輪骨折に対する手術適応と方法    第 128 回中部日本整形外科災害外科学会 

          学術集会, 座長,  Apr., 7-8, 2017. (神戸) 

44 最上敦彦 第５回伊豆整形外傷スプリングセミナー(ISSOT), 代表世話人, Apr., 15, 2017. (三島) 

45. 最上敦彦 第 90 回日本整形外科学会学術集会, 座長(外傷:大腿骨骨折)、May., 18-21, 2017. (仙台) 

46. 最上敦彦 医療理論を考慮した上腕骨近位部骨折の治療戦略-髄内釘固定を中心に- 

 第 1 回関西救急整形外傷シンポジウム, 特別講演,  Jul. 1, 2017.  (兵庫) 

47. 最上敦彦 上腕骨近位骨折治療におけるわたしの流儀．  第 5 回みちのく骨切り研究会, 

 特別講演,  Sep., 2. 2017  (仙台) 

48. 最上敦彦 Fracture Repair Decade～骨折治療の 10 年､何が変わったのか？～ 

  第 60 回多摩整形外科医会, 特別講演,  Sep., 9. 2017  (東京) 

49. 最上敦彦 僕が整形外傷医になった理由～整形外傷医を志す君へ～(外傷の疼痛管理を含めて)． 

  第 66 回秋田整形外科医会, 特別講演,  Sep., 30. 2017  (秋田) 

50. 最上敦彦 髄内釘治療～その進化と極意～  第 6 回千葉整形外傷研究会, 特別講演,  Oct., 

 28, 2017  (千葉) 

51. 最上敦彦 第 23 回救急整形外傷シンポジウム, 座長、Nov.. 24-25, 2017. (北谷) 

52. 最上敦彦 尺側手部重度損傷の 1 例． 第 21 回順天堂大学整形外科手肘外科研究会, 

 Dec., 2, 2017. (東京) 

53. 最上敦彦 下腿関節内骨折に対する手術の工夫(シンポジウム) 

第 129 回中部日本整形外科災害外科学会･学術集会, 座長, Dec. 6-7, 2017.  (冨山) 

寒竹正人 

54. 寒竹正人 * 京都 NICU 懇話会 特別講演 新生児期のステロイド投与による 

グルココルチコイドレセプター遺伝子のメチル化 2017/7/22 京都 

神田章男 

55. 神田章男 第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, 座長, Dec., 19,2015. (東京) 

56. 神田章男 第 12 回津軽エリア大腿骨頸部骨折ネットワーク研究会､特別講演､Nov., 10, 2017. (弘前) 

57. 神田章男 新たな Palm size navigation 'Hip Align'と術中透視画像によるカップ設置角の比較検討． 

  第 11 回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Nov., 18, 2017. (東京) 

58. 神田章男、大林治、最上敦彦、諸橋達、金子和夫 多発性骨軟骨腫症に対する人工股関節全置換術. 

  第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Dec., 19,2015. (東京) 

諸橋達 

59. 諸橋達 第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, 座長, Dec., 19,2015. (東京) 

60. 諸橋達 脳梗塞後患者の THA 周術期抗凝固療法について． 

  第８回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Lecture, Dec., 19,2015. (東京) 

61. 諸橋達 一体型人工骨頭置換術後 20 年の症例にステムを残したまま Dual mobility カップの 

ライナーを用いて行った THA..  第 9 回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Oct., 1, 2016. (東京) 

62. 諸橋達 前方アプロ－チ THA 術後異所性骨化による可動域制限に対して骨化巣切除を行った治療経験． 
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        第 10 回御茶ノ水 HIP JOINT カンファレンス, Apr., 15, 2017. (東京) 

 

【新聞取材協力】 

平成 28 年度 
柳川洋一 

 毎日新聞 3 月 11 日 東日本大震災 静岡の備え 

 静岡新聞 5 月 23 日 特殊災害への対応を学ぶ 

 朝日新聞 11 月 26 日 ヒートショック予防 

 伊豆新聞 5 月 11 日/5 月 17 日 かかりつけ医と救急医療の使い方～AED 

平成 29 年度 
菅尾高裕 

毎日新聞 11 月 20 日 インスリン備蓄計画 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 

 

 

 

 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

1.【特許】 
折田 創 

*城石俊彦、天野孝紀、折田創、田中成和、特願 2016-69775 

大腸癌モデル動物、大腸癌モデル動物の製造方法、抗癌剤、アレルギーモデル動物、アレルギーモデル動物

の製造方法、及びスクリーニング方法 

出願者：国立遺伝学研究所、学校法人順天堂（共同出願） 

出願日：平成 28 年 3 月 30 日 

 

2.【災害診療の基礎となる各種シュミレーション教育の開催やインストラクター参加】 

柳川洋一 

※注）以下略語 ICLS：心肺蘇生、JMECC：内科急変対応、ISLS:脳卒中初期診療、 

JPTEC:病院前外傷救護、JATEC:院内標準外傷初期診療、 

MCLS/DMAT:多数傷病者マネージメント、PNLS:脳外科初期診療 

平成 27 年度 

ICLS    順天堂大学医学部付属静岡病院 

JMECC  順天堂静岡病院 3 回 

沼津市立病院  

JPTEC   第 92 回静岡外傷セミナー 

平成 28 年度 

ICLS 4 月 順天堂大学静岡病院 研修医 1 年向け 

  4 月 順天堂大学静岡病院  

 7 月 31 日-8 月 2 日 順天堂大学保健看護学部 

 10 月 順天堂大学静岡病院 

 11 月 静岡県東部スキルアカデミー 沼津ワークステーション 

JMECC10 月 順天堂静岡 JMECC 順天堂大学静岡病院 

 11 月 沼津市立病院 JMECC 

ISLS 10 月 第 4 回順天堂静岡 ISLS 順天堂大学静岡病院 

JPTEC  第 123 回静岡外傷セミナーin 沼津 沼津ワークステーション 
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   第 126 回静岡外傷セミナーin 伊豆の国 田方消防署 

 静岡県消防学校 

JATEC 4 月 東京国立国際医療センター 

       5 月 国際医療福祉大学 

       7 月 横浜市立大学附属市民総合医療センター 

 11 月 順天堂救急グループ 

MCLS 第 4 回静岡 MSLC インストラクターコース 

  第 4 回駿東田方 MCLS 順天堂大学保健看護学部 

 第 1 回静岡 MCLS-CBRNE 田方消防署 

 第 1 回静岡 MCLS マネージメントコース 静岡消防学校 

 第 11 回静岡 MCLS 標準コース 

DMAT   静岡 DMAT 隊員養成研修  

山梨県 DMAT 技能維持研修  

PNLS 11th Asian Congress of Neurological Surgeons, Surabaya, Indonesia 2016. 

平成 29 年度 

ICLS 4 月  順天堂静岡 ICLS  

 6 月 第 42 回 TSA ICLS  

 7 月 保健看護学部 ICLS    

JMECC11 月 沼津市立 JMECC  

JPTEC 8 月 JPTEC インストラクターコース 

 10 月 JPTEC 標準コース（函南） 

JATEC 9 月 順天堂大学救急グループ 

DMAT 10 月 静岡 Local DMAT 隊員養成研修 

 12 月 平成 29 年度第 6 回日本 DMAT 隊員養成研修 

 1 月 平成 29 年度第 7 回日本 DMAT 隊員養成研修 

MCLS 11 月 第 5 回駿東田方 MCLS 標準コース 

 11 月 静岡消防学校 MCLS マネージメントコース 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
 

① 行政（消防、警察など）との連携を考慮すべきである。 

② 災害時合併症の病因解明による、効率的な防災体制構築へフィードバックしてほしい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
①への対応 

・災害訓練では、消防・行政・警察・自衛隊・市民等と協働して訓練等を実施した。熊本地震勃発時は静岡県

庁、熊本県庁、自衛隊と協働し、現地で災害診療支援を行った。減圧症の勉強会を、消防、海上保安庁、警

察、ダイビングショップ関係者を招いて毎年開催し、今後その成果を発表予定である（柳川）。 

・救急母体搬送症例（救急車、ドクターヘリ）を対象とした研究に関しては行政と連携して研究成果を得ており

（田中）、また災害時の輸血療法に関しては、血液センター、近隣の施設、行政との連携を構築していく方針で

ある（小池）。 

・県、市町が災害時にどのような対応を考えているか把握するために現時点で行政からの聞き取りを行い、問

題点が判明してきたため、これらをもとに今後、行政、地元医師会と連携して、災害時に該当患者が安全な医

療を受けられるシステムを構築していく（岩神）。 

・災害時の残存病院機能に応じて手術室運営がなされるが、災害規模が大きいと、手術室スタッフは、救命処

置への配備となる。その時の重要な救命処置である一次救命処置、二次救命処置を広めるために、災害医学

研究センター内に、アメリカ心臓病協会認定の研修会システムを立ち上げ、年間数回にわたり、近隣の救命

士、自衛隊員とともに救命処置講習会を通して、医療スタッフに徹底させるようにしている（岡崎）。 

 

②への対応 
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・腸炎モデルマウスを利用した知見から、腸炎に対する予防としてのω３飽和脂肪酸やヨーグルトなどの備蓄に

関する提言を行っていく（折田）。 

・子宮内での胎児評価法が確立されれば、被災直後のみならず避難所などでの活動に役立てたい。 

また年長児においては唾液にて解析できるのでやはり被災直後の心身状態の評価や、避難所環境の向上に

役立てたい。被災時でなくても、被虐待児の評価にも応用可能であることが知られており行政との連携における

分子基盤にもなりうる（寒竹）。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

0

64,583

年度・区分 支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

098,496施 設平
成
2
7
年
度

設 備

共同研
究機関
負担

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 Ｓ1511008Ｌ

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

131025

総 計

装 置

設 備

研究費

装 置

施 設

研究費

装 置

施 設

施 設

研究費

平
成
2
8
年
度

設 備

装 置

設 備

研究費

平
成
2
9
年
度

0

0 0 0

0 0

0 0 0 0

0

0

70,221 28,275

0 0 0 0

0

30,728 29,462 0 0

23,571 41,012 0 0 0

0

0

0

0 0

22,127 22,126 0 0

0 0

0

038,942 29,990 0 0

0 0

0 0

0

0 0 0 0

70,221 28,275 0 0

0

35,850 29,609 0 0

23,571 41,012

0

22,127 22,126 0 0 0

105,520 89,061 0 0 0

00 0

0

60,190

0

44,253

44,253

64,583

194,581

0

68,932

0

401,913

0

0

65,459

98,496

総
　
額

0221,439 180,474 0

うち一般補助　2,311

うち一般補助 3,348
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１７
（千円）

静岡災害医学 平成
研究センター 27年度 3 約 50 名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況

（千円）

（研究設備）

メラ遠心血液ポンプ装置（HAS-CFP） 27 HAS-CFP 1 1300 10,748 7,165 私学助成

98,560 49,280 私学助成

22,515

（情報処理関係設備）

補助金額

44,253 22,126
（研究装置）

稼働時間数

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数

装置・設備の名称 台　　数型　　番

Next　Seq500

事業経費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

28Illumina次世代ｼｰｸｴﾝｻｰ

整備年度

251㎡

250

3801

1

31,320

15,010DKH3次元動作解析システム

実験動物飼育システム一式 27

27

18,8371 通年稼動

私学助成

私学助成

補助主体

補助主体

私学助成

年　　　度   平成 27 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,267 試薬、器具等 15,267 試薬、器具等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 120 電話料、切手代等 120 電話料、切手代等

印刷製本費 456 業績集等印刷費 456 業績集等印刷費

旅費交通費 390 学会参加交通費 390 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 9,169 保守・分析委託 9,169 保守・分析委託

（修繕費等） 1,429 機器修理等 1,429 実験用機器修繕費、学会参加費

計 26,831

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 561 561 時給 1,550円、年間時間数約 350時間
（兼務職員） 実人数 1人

教育研究経費支出 0 0

計 561 561

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 32,798 32,798 実験用機器 ALSシミュレータ+SimPad　他

図　　　　書 0 0

計 32,798

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

計 0
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（千円）

（千円）

年　　　度   平成 28 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 26,008 試薬、器具等 26,008 試薬、器具等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 505 電話料、切手代等 505 電話料、切手代等

印刷製本費 1,222 業績集等印刷費 1,222 業績集等印刷費

旅費交通費 1,710 学会参加交通費 1,710 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 11,810 保守・分析委託 11,810 保守・分析委託

修繕費等 1,439 機器修理等 1,439 実験用機器修繕費、学会参加費

計 42,694

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,061 3,061 時給 1,550円、年間時間数約　1,950時間
（兼務職員） 実人数 2人

教育研究経費支出 0 0

計 3,061 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 15,542 実験用機器 15,542 サイド実験台等

図　　　　書 0 0

計 15,542

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 5,614 5,614 学内 ２人

研究支援推進経費 2,021 2,021 学内２人
計 7,635 学内４人

年　　　度   平成 29 年度

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,862 実験用消耗品 18,862 試薬、実験用器材

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 317 電話料、切手代等 317 電話料、切手代等

印刷製本費 2,438 論文掲載料 2,438 論文掲載料

旅費交通費 3,339 学会出張旅費 3,339 学会出張旅費、研究打合せ

報酬・委託料 12,841 業務委託費 12,841 検査委託料、英文校正、謝金

修繕費等 572 機器修繕費等 572 実験用機器修繕費、学会参加費

計 38,369

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,633 3,633 時給 1,100円、年間時間数約　3,250時間
（兼務職員） 実人数 4人

教育研究経費支出 0 0

計 3,633 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 19,858 実験用機器 19,858 実験用機器 Countess Ⅱ　Automated cell Counter他

図　　　　書 0 0

計 19,858

研究支援推進経費 2,232 2,232 学内３人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 3,599 学内４人

ポスト・ドクター 1,367 1,367 学内１人



文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
品化顕天堂大学静岡災害医学研究センター平成 27年度採択プログラム

本uぷ大規模災害に対応する包括的医療提供体制構築を目指す統合型研究拠点の形成

～第2困プログレスミーティング～
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平成 27年度選定・私立大学戦略的基盤形成支援事業

「大規模災害に対応する包括的医療提供体制構築を目指す統合型研究拠点形成フ。ロジェクト」

外部評価表

評価委員名
国立研究開発法人国立がん研究センター先端医療開発センター免疫療

法開発分野分野長吉村清先生

Malcolm V Brock先生
背景として、地震災害におけるストレスとホルモンについて説明があった。 慢性スト
レスにおいてはグルココノレチコイド受容体による調節が破綻することがある。妊娠期で
の母胎にストレスがかかると胎児に P-llbetaHSD2に調節障害が起こる。急性ストレ
ス、ストレスとメチル化に関してはオランダ家族研究で飢餓により統合失調症や肥満が
起こることがわかった。これはメチル化のリプログラミング障害によって起こることが
わかった。

小児科寒竹正人先生
災害に備えた組織体制の構築と災害時の経験が被災時のメチル化に与える影響について
研究した。災害、虐待、 NICUでの滞在は同様にストレスを受ける。複数の小児や新生児
のコホートに対するク、、ルココルチコイド受容体への影響（メチル化）を調べた。

〈特筆すべき成果〉
Malcolm V Brock先生
妊娠期ストレスでは、胎児に様々な障害が起こる。妊娠ストレスによる胎児の心血管性病
変の起こる確率は HazardRatio 1.13である。実験動物ではストレスによりがんが多く発
症することもわかった。白血病やホジキン病の発症リスクが上がる。妊娠期ストレスによ
る大動脈内膜でのメチル化に対するグノレココルチコイド受容体に関して ApoEマウスで
検索した。 1日2時間の拘束ストレスを与える。ここで大動脈を摘出しプラAークをオレン
ジE染色で評価した。妊娠期ストレス群の胎児ではプラークが多いことがわかった。今
後は大動脈内皮や平滑筋においてプラーク発症メカニズムを多面的に検索する必要があ
る。
NNK投与で肺腫蕩が発生する折田博士が確立したモデ、ルを説明した。これを妊娠期スト
レス群の胎児においてとコントロール群で、比べると、ストレス群での胎児の肺腫療が多
かった。今後は分子レベルで、の評価を行っていく予定である。

（評価）明快な背景の説明の元、丁寧な実験計画を組み、一つ一つ実証している。非常に好
感が持てる。慢性ストレスにおける妊娠期のストレスの胎児への影響が明らかになって
いくことで日本の災害に対する対策の指標になっていくと思われる。今後の予定に入っ
ている分子メカニズムを含めた研究をさらに継続して行うことが好ましい。

小児科寒竹正人先生
妊婦のストレスが胎児のグルココルチコイド受容体遺伝子のメチル化に影響を与え、グ
ルココルチコイド受容体産生に影響を与える。虐待を受けて自殺した子供の脳のグルコ
コルチコイド、受容体にはメチル化が起こる。 28週などで産まれた未熟な早期出産児は正
常出産児に比べてメチル化が 4日で上昇し、下降上昇を繰り返すことがわかった。基本
的にはメチノレ化が起こるとク、、ルココルチコイド受容体遺伝子のプロモーターの活性が落
ちる。
クールココノレチコイド受容体のメチル化は生活の質とは逆相関する。予定より早期に生ま
れた新生児がコルチゾールの前駆体が増えてコルチゾールが増えない。
その理由がグルココルチコイド受容体のメチノレ化に関係している。新生児に対して、産
lまれたときと生後 1, 2ヶ月を次世代シークエンサ一（NGS）解析で検索した。採血を
J℃Jどの程度したか人工呼吸を行ったかなどの状況とストレスとの関係を GR遺伝子メチル
け）記法介して検索した。新生児がコノレチゾールの欠失がグルココノレチコイド受容体のメチ
Lイレ化に影響を与えている。別の 13才程度のコホートの子供の研究ではストレスとして
両親の離婚が大きくメチル化に影響を与える。ステロイドが出ているが効かなくなる状
況が起こることは深刻な影響を与える。相対的副腎不全と呼ばれる状態となりクゃルココ
ルチコイド受容体のメチル化が起因となる。これらの状況は精神異常を引き起こす。こ
れらの現象は大人と逆の反応である。

（評価）子供に与えるストレスがグルココルチコイド受容体のメチル化に大きく影響を
与えることがわかった。コホートを変えて年齢が変わり、別のストレスを感じてもかなり
劇的に影響を与えている。社会的に非常にインパクトのある研究であり、本研究を継続し
て深く行うことを切望する。メチノレ化のリプログラミングを目指したものあるいは阻害
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平成27;,I二度選At・－私立大乍ij民111詩的研究法制定形成主rn・J；：業
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外部評価表

｝牒 ！日保他術／｜：人·•＇／：医学部 1'H手｜・ 1111明外来｜ー教授
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松14:打1;・-・f!IS

被災-fl・は多大な粘ttl1的ストレスを交ける。ストレスは，成人だけでなく， （IJ七や紅白！11｝も例外では

ない。灯娠ijIに震災に被災した山虫は， ）］fl！七l11から11¥Ni，成長過程において継続的なストレス

を受ける 11J能円二が高い。 妊似J~］ストレスにより，低11 1\ll：体市川， h1Ui111~＇， i；：やうつ病などの1'i'J-fijljよ

状などが1'1\ J)il.することが今まで制作されている。 ノト 1 11 1のプロジェクトの成~~発点では，れMXWIか

ら7=mJ引までにおけるストレスにより ， Jld；イムー （変 ！N:をiWじた令身への；；~~！·~；？ Iこついて 2 よれの光／｜：か

ら発表があった。まず，JohnsI lopkins大マ：のMalじolm13rock先生からは，M似JIJJストレスによる

動脈脱化とJ匝場発現に｜到する研究結~－の判じりがあった。 次の発ぷ有，：ぷk11：人先生からは，

妊娠J~JからII ＼生後のストレスにより， JJfi9~のグ‘／レココノレチコイド（G I ~）泣伝 （にメチル化がII ＼到す

るか報告された。

< 4"1＝ ~r.：すべきj戊県：＞

13rock 先生らの研究では， ~験刷物（八J マウス）をJ I J し 、て，任娠 111の ／ ：）：体に 2 11.'i= l ll Jほどの村1J J-k

ストレスを与えることによって，（I ）人似J脈｜人JI院でメチル化がおこるか検，i1Eがなされた。その結

果，成長後の大動脈のプラーク1(1j,f,1.1［がイr,¥5.：に多く11¥JJlしていた。（2）次に，発がん物'[1f
NN Iく50mg/kg を注入したマウスにおいて，任似）り！のストレスを ＇1・えられた~！＇（：のほうが， オスメスと

もにJhliJJ車協が多くI＋＼現していた。本研究では，刷物モデノレにおいて， I:J:体へのストレス｜大I（とし

て，拘w；ストレスを与えたこと，ならびにそのストレスにより，Jlfi9~の到1J IU~ li!.l!化ゃがん化が促進さ

れた紡民：が砕き出されたことは判乍すべき成以とパえる。れ娠WJストレスが， 11\Pじされたチ1J~の

ill)J脈脱化ゃがん化にまで、；話料を及ぼす 11fliを·~I ＝：がぶされたことは大きい。 今後は，分子レベルで

の許制Iiを行うことで，動脈｛i!li化とがん化のメカニズムを：ffk:illlこ検討してし、くことが）り11与される。

-)J, J~t竹先生らの研究では， 川船WIのストレスを多く受けている N ICU の 1 11.J~ J低休刊WI ：山

を刈象に，対象山のけ¥".:!:11¥1:去，lかjl後， 2かjl後のDN八を1"11111＼し，対象ill；イぷ（のメチル化が

起こってしもか，解析が行われた。その赤ii；↓tJJfl1I:." Iの1L~栄長と11WH.＆のl1'iil1i守イ4イモ：が GI~ J.!主イム．

子のメチ／レ化につながることがIYJらかにされた。イ、；1＆月Lでhヰ.＇j：《下作＼：すべき..:,.: 

けでユなく， 11¥11之後のストレス史：！大｜によってもメチノレ化がII＼脱することがゆlらかになった点にある。

本成よ長から， 妊娠J~Iに被災した場介には， そのストレスにより， ！ WI－＇. した f供に版科が及ぼすこ

とが示唆されるとともに， l, 1.JUIからの介入により， そのjl1';1'，~；：が ，，出減でさることも／式｜俊された。 本成

果は， 災；i；：による子供への長JV!の；；以内？をfl~ ili}lできる 11'(~：な成民と号える。 また， 本研究成民を

l誌として，今後被災II寺のストレスによるメチノレ化が起こっているかを被災地でL検，i1Eτ｝ーることができ

れば，被災II.＇』への具体 的な介入下段を決定することの.LJ)JになることがWl1、？できる。

｜おれ久井 戸叶 ⑧



私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
順天堂大学 静岡諜害医学覇翠センヲー平成 27年摩擦択ブロタラム

大規槙襲警に対陣する包括的医療提供体制構築を圏諸す統合盟議究拠点の形成
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日時：平成29年12月21日（木） 17:30～18:15 
場所：管理棟別館2階第2会議室

胎児期ストレスによる

成人期発症疾患への影響
巨大な自然災害は、日本だけでなく世界でも多く発生している。災害時には、多くの被災者
に多大な精神的ストレスがかかる。我々は、その中で特に妊娠している被災者に注目した。
これまでの疫学研究によると、胎児期の母体ストレスにより精神疾患だけでなく、高血圧や
心疾患などの成人疾患の発症リスクが高まるとされている。この発生メカニズムについては、
未だ不明な点が多い。我々は、動脈硬化発症モデ、ルのApoEノックアウトマウスと肺腫虜発症
モデルであるA/Jマウスを用いて、胎児期ストレスと成熟期に発症する動脈硬化、肺腫蕩の
関連性、そしてその発生メカニズム解明を目的に研究を行っている。今回は、その中間報告
を行う。

伊藤智彰
Department of Surgery, 

Department of Molecular and Comparative Pathobiology, 

School of Medicine, Johns Hopkins University 

【主催】）｜｜頁天堂大学大学院医学研究科静岡災害医学研究センター



平成27年度選定・私立大学戦略的基盤形成支媛事業

「大規模災害に対応する包括的医療提供体制構築を目指す統合型研究拠点形成プロジェクトJ

外部評価表

評価委員名
国立研究開発法人国立がん研究センター先端医療開発センター免疫療

法開発分野分野長吉村清先生

伊藤智彰先生

〈背景〉
胎児期ストレスに対する成人期発症疾患への影響としてグルココルチコイド受容体への影響（メチノレ
化）を調べた研究が過去に存在する。ス トレスとホルモンに関しての説明として、地震とストレスの調
査の説明から始まった。急性ストレスに反応する副腎からのアドレナリンの放出がある．慢性では視床
下部下垂体経路副腎系（HPA系）でグルココルチコイド（G）がでて G受容体（R）に結合し脳に働き通
常はネガティプフィードパックが働く。慢性ス トレスにより血中のGが上昇してしまう。
妊娠ストレスとこの発症疾患について母の HPA系と胎児のGの動きは独立しており、母にストレスが
かかると胎児はホガティプフィードパックがかからず、 Gが活性化したまま胎児の脳の中の GRの発現
が下がる。 GRは別名 NR3Clともいわれる．この NR3Clの発現は GRのメチル化により発現が下が
る．これにより corticosteroneの血中漫度が相対的に上がる．一方で妊娠期にストレスのかかる胎児の
心血管系疾患がmえる疫学研究がある。疾患の起こる確率としてハザード比（HR）が 1.2・1.3程度にな
る。発がんに関しでもホジキン病、白血病、精巣粗筋の発生が上がるとの報告がある。

〈特筆すべき成果〉
ストレス後に血管内皮での GRのメチル化が動脈硬化と関係しているか？あるいはストレスで肺舗の
発生に影響を与えるか？あるいはこの際の GRは関係するか？の疑問に対して恐らく関係するのでは
との仮説を立てた。マウスにストレスをかける群、かけない群を妊娠8・12日に 1日あたり 2時間程度
の拘束ストレスをかけて 25週自で動脈をとりプラークを検索することで動脈硬化の程度を調べた。実
際の手伎としてはプラークを OilRed Oの染色を行った。維雌を基本的にはすべて分けて検索した。
雄でも雌でも 25週目で動脈硬化を認めた。マウスは動脈硬化モデル発生モデルである ApoEnull 
mouse を用いた。明らかにストレス群に動脈硬化 ・ プラークを多く~めた。ストレスは 2 時間の容告書
内の拘束（市販のピルケースに穴を開けたもの）で行った。超音波による動脈硬化の検必も補足的に行
った。妊娠期ストレスを与えた群に明らかに多くのプラークを認めた。これは超音波で内膜の肥厚つ
まりプラークと考えられる部分の検索を行い判断した。プラークの染色の評価は認められた面積の全
体の血管面積に対する比として検索した。特に雌で顕著であったが、緩雌共に有意差をもってス トレ
ス群に多く認めた．このプラークの生成機序は血中のLDLが酸化し内皮に取り込まれたところでマク
ロファージがこれを貧食し泡沫化しプラークになると考えられる。この発生メカニズムの一つに血圧
上昇がある。そこでこのストレスモデルと血圧の関係を検察した.Prenatal stressと共に修正後胎児に
かけるストレスである Offspringscressの影響も同時に検索した。予想外に雌では優位にストレス若手は
血圧が低かった。特にPSとOS両方のストレスをかけたマウスは血圧が低い。糸球体減少、腎臓抵
低下によるものかと仮説をなてている。いずれにしろ血圧上昇とは関係の無い機序でのプラークがス
トレスにより発生し動脈硬化となることが示唆された．
続いて肺臆傷モデルを用いたストレスによる肺腫損傷発生に関する研究の成果が発表された• A/Jマウス
という肺腫癌発生モデルを用いて研究を行った。 G12・16（口目）の 1日2時間の拘束ストレスで行った．
G21でこのモデルでは基本的に誕生する。 11週目でエトロ酸アミン（NNK）投与による随癌誘発した。
27週目に臓器を摘出して検察した。妊娠期ストレス詳とストレス無し群で比較をすると子の腫掘の数が
明らかにストレス併に多かった．現在マウスの数を増やすことで統計学的検察を行っているが有意差が
出る可能性が高い．

〈評価〉
明快な背景の元、整合性のある実験計画を組んでいる。実験系は縫立されており、従ってそこで産ま
れるデータも明瞭で説得力がある。どのモデルを用いた実験も実際は非常に手のかかるものである
が、研究者である伊藤氏はこれを粘り強く 、丁寧に行い、手技的問題点も真正面から丹念に取り組み
創意工夫により解決している。慢性ストレスにおける妊娠期のストレスの胎児への影響が本研究によ
り明らかになっていくことで日本の災容に対する対策の確園たる指原になっていくと思われる。社会
的意義が強〈、災省医学への即効性のある研究であり、高い買献度を考えると継続と発展を強く望
む．
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